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自転車で巡るつくば
2011 年（平成 23 年）11 月 7日（月）
人とのつながりを見つめ直す機会となったようだ▼夏休みの震災ボランティアで、原発事故で多くの人が避難している福島の会津若松を訪れた。３歳で両親と離れ親戚と暮らす男 子や、狭い仮設住宅に家族９人で住む４人兄弟に出会った。避難先がホテルで思いきり遊べず、私達が行くと飛びついてくる子供達もいた▼でも子供達は皆笑顔だった。一緒に遊ぶことで少しでも元気を与えられればと参加したボランティアだったが、友達と毎日にぎやかに遊ぶ子供達から逆 元気をもらった。家族や親戚、友達とのつながりが安心感 自信を与えているから と感じた▼ と言えば、あのＦａｃｅｂｏｏｋも、創業者マーク・ザッカーバーグ 周りの数人の大学生から始まった。今や世界最大のＳＮＳだ。きっかけは小さくても、時代 流れに合った仕掛けと、それを育てる才能と熱意があれば物事は進むのだ▼いつ故郷に帰れ かもまだ分からない福島の子供達。あの笑顔を絶やさないために私たちには今何ができるのだろう。震災後本学でも、専門研究から学生ボランティア活動まで、被災地へ さまざまな支援が行われた。そのつがりをどう保ち 大きくするかが今後の課題だ。
歳時記
つくば
子供たちの描いた「夢」が、「ゆめ花火」と
して学園祭最後の夜を彩る。祭を通してたく
さんの想いが息吹いた。誰かからの「想い」を、
あなたも受け取ったことだろう。（撮影・パク・
ジョンヒョク＝物理学類）
　
クリスティアン・ヴル
フ
•
ドイツ連邦共和国大統
領が、
10月
25日に本学を訪
れ、大学会館ホールで日独交流１５０周年の記念講演を行った。会場は３００人の学生、教職員で満席となり、大学会館 階レストランでもサテライト中継が行われ、計６５０人が大統領の言葉に聞き入った。また、ドイツ 活躍している本学生として 現在ドイツのサッカークラブに在籍するなでしこジャパンの安藤梢選手（体科３年）と、ベルリン工科大学教授で本学卒業生の井上茂義さんがヴルフ大統領に同行して本学を訪れた。　
ヴルフ大統領は、写真展
「ｎａｎｏＡｒｔ
　
ｆｒｏ
ｍ
　
Ｇｅｒｍａｎｙ」を山
田信博学長らと見学。 「美的に優れており、技術の持つ可能性を感じた」と感想を語るなど、写真の説明に熱心に耳を傾けていた。その後、ホールで山田学長から名誉博士号を授与され、講演を行った。　
講演では、政治、科学、
医学など、さまざまな分野にわたる７つのテーゼ 提唱。東日本大震災についても触れ、 「世界中に深い悲しみを与えた震災だった。困難 チャレンジと考えて、共に解決策を探していきたい」と話した。学生からの質疑応答では、 「本人は他国の人間を受け入
　
ある調査によれ
ば、未婚女性の約４割が、震災前より結婚願望が強まったと感じている。震災は身近な
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れることに関して保守的だが、移民を受け入れるときに大切なことは」 、 「震災後、ドイツから見た今の日本とは」 などの質問が挙がった。ヴルフ大統領は「外国人不安を感じるのは彼らと交流した経験が少ないためで、仕方のないこと。日本に来る誰をも、 『人間』 『個人』として尊厳をもって接することが大切だ」 、 「震災後、不安があ のは事実だが、日本でなければ、今回の震災に耐えられただろうか。日本の放射能は、ほとんどの地域でドイツよりも低い。こ ような情報をドイツの人々に伝える が、現在必要なことだ」と話した。
　
講演会に参加した飯塚早
奈英さん（看護１年）は、「期待以上に興味深い話
??????????
　
本学東京キャンパス文京
校舎および放送大学東京文京学習センターの合同開所式が、９月
30日に文京区大
塚の新校舎で行われた。同校舎は生涯 の拠点としての機能を拡充するため、本学と放送大学 共同で建設を進め、８月
11日に完成
した。　
式は地下１階の多目的講
義室で行われ、両大学の関係者らが多数出席した。山
田信博学長と放送大学学園の白井克彦理事長、来賓の板東久美子文部科学省生涯学習政策局長があいさつし、附属学校教育局教育の東照雄副学長が、施設の概要について解説した。玄関前でテープカットが行われた後、施設見 が実施され、各講義室などを見回った。最上階の６階では「ここから東京スカイツリーが見えます」と 説明を受け、見学者は窓際に集まり、ビルの間に見えるスカイツリーに見入っていた。 最後に懇談会が開か 、清水潔文部科学事務次官や成澤廣修文京区長らが駆けつけた。　
本学は、全体の７割強を
利用する。新校舎には、附属学校教育局と社会人のための夜間大学院であるビジネス科学研究科のほか、人間総合科学研究科の一部の専攻と理療 教員養成施設が入る。また、法科大学院とともに、筑波アカデミア法律事務所が秋葉原ダイビ
ル（東京都千代田区）から移転した。　
校舎は、教育の森公園な
だった。看護を学ぶ上で、今後外国人と接することもあると思うが、そのときはきちんと人間として彼らを見て、互いの人権を考えたい。国際的な場を見るこができて、学ぶこ へのモチベーションが上がった」と感想を話した。
　
本学は油を生み出す藻類
「オーランチオキトリウム」の実用化を目指した開発を、東北大学、仙台市と共同で行う。場所は同市の南蒲がもう
生浄化センター。
11月中
に両大学の学長と仙台市長との間で協定が結ばれる予定で、４、 ５年後の実用化を目指す。　
開発に成功すれば、輸入
に頼らなくても良い程度
石油を低コストで産出することができる。震災復興事業だけでなく、新たなエネルギーシステムとして資源の問題を解決する可能性も秘めており、注目を集めて
いる。　
南蒲生浄化センターは仙
台市の沿岸部にある下水処理施設。東日本大震災により、機械設備が破壊されなど壊滅的な被害を受け、現在も復旧作業が続いている。オーランチオキトリウムは水中の有機物をもとに重油をつくるため 開発研究では生・産業排水を利用
して油を産出する。それにより、環境にも配慮したエネルギーを生み出すことができる。　
オーランチオキトリウム
を発見した研究グループの中心である渡邉信教授（環）は、宮城県丸森町出身であり、東北大学理学部を卒業している。渡邉教授は「事業化への道は時間がか
かるかもしれないが、震災で職を失った人々の雇用にも役立ちたい」と話す。大震災が東北 襲 数カ月後、渡邉教授が仙台市から復興のアイディアの相談を受け、今回の共同開発の実行に乗り出した。　
油を生み出す藻類の研究
は各国で試験的に行われているが、オーランチオキト
リウムは従来発見されていた「ボトリオコッカス」と比較しても約
12倍の効率で
油を作る。 「世界には資源を持っている人と持っていない人のアンバランスがある。この研究で、人類のエネルギー資源 制約がなくなれば」と渡邉教授は話した。
どに隣接しており、木々に囲まれた閑静な場所に位置する。レンガ調の壁面は、周 の景観に じんでいる。中庭や屋上が緑化されており 自然環境の保全に努めたつくりとなっている。　
全館でＬＥＤ照明を使用
するなどし、従来と比べて４割のコスト削減を実現した。また、空調設備の室外
学生対象に講演行う
大塚校舎改築
生涯学習機能の拡充目指す
４、 ５年後の実用化目指す
油を生む藻類
  仙台で研究へ
環境に配慮したつくりに
、
◆おことわり　
教員の所属組織が
10月１
日から「系」に変更されたことにともない、今後本紙では、教員の所属組織の略称を以下のように掲載します。　
人文社会系（人社）ビジ
ネスサイエンス系（ビジネス）数理物質系（数物）システム情報系（シス情）生命環境系 （生環） 人間系 人間） 体育 体育 芸術 芸術） 医学医療系 医学医療）図書館情報メディア系（図情メ） 機にミストを散布することによって、冷却効率を高めるなど、省エネルギー対策にも取り組んでいる。 また、全フロアで段差をなくすなど、バリアフリー化も徹底している。　
東副学長は「立派な新校
舎が完成してよかった。大学院だけでなく 学内のさまざまな組織な にも、ぜひ活用してほしい」と話した。
ヴルフ大統領（左）と山田学長
木々に囲まれた大塚校舎
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宇宙ミッションを発信
古村孝志氏講演会地震対策の重要性語る
はやぶさについても語る
第１回筑波宇宙フロンティアフォーラム
JAXAの國中教授が講演
想定の見直しを指摘
　
第１回筑波宇宙フロン
ティアフォーラムが
10月
29
日に１Ｈ１０１教室で開催された。このフォーラム
は「筑波大学から宇宙ミッションを」 がテーマ。本学、宇宙航空開発研究機構（ＪＡＸＡ） 、産業技術総合研究所（ ＩＳＴ）などで行われている宇宙に関連した幅広い分野の研究を紹介することで相互の交流を深めることを目的としている。　「はやぶさ小惑星探査機の深宇宙走破」 は、はやぶさに搭載された独自のエンジンである「イオンエンジン」を開発したＪＡＸＡの宇宙科学研究所の國中均教授が講演した。構想から実証・性能達成まで
10年も
の時間を要したイオ エネルギーは、推進力は低いが長時間 連続作動が可能だ。國中教授 そのイオ
エネルギーの構造や、はやぶさ搭載に至るまでの道のりを解説した。 「イトカワのような小さな惑星に行って何になるんだという海外からの負の応援を受けて頑張った」と國中教授は語った。
　
現在は、はやぶさ２を計
画しており、２０１４年に打ち上げ、２０２０年に帰還予定だ。次は太陽光を使ったエンジンを開発中で、
50㍍にもなる巨大膜面
太陽電池のエンジ 搭載する予定だ。
　
本学と駐日ウズベキスタ
ン共和国大使館主催の「ウ
ズベキスタン・日本学生学術フォーラム２０１１」が
10月
29、
30日に行われ、学
術発表、文化の紹介、講演会などが行われた。昨年名古屋大学で第１回フォーラムが行われ、今回は２回目の開催。名古屋大学や早稲田大学などからも学生が参加し、１００人を超える参加者が訪れた。　
本学は、２００７年にウ
ズベキスタンの首都タシケントに中央アジア国際連携センターを開設し、昨年度には中央アジア地域からの留学生が
70人を超えるな
ど、ウズベキスタンとの交流が盛んに行われている。
こうした関係から、ウズベキスタン大使館が本学での開催を強く希望し、今回のフォーラムが開かれることに至った。　
フォーラムでは有識者に
よる基調講演の他、
25人の
学生による言語、社会、政治、経済などさまざまな分野の研究発表が行われた。参加者は たちの発表に熱心に耳を傾けていた。発表を行った斉藤竜太さん（国地２年）は「２年前から現地調査を始めた を発表できてうれしい。留学生の視点は新鮮で、いい刺激になった」と話した。　
フォーラムの一環とし
て、ウズベキスタン人留学生のホームステイがつくば市、 土浦市などで行われた。ホームステイに参加した早
稲田大学のノディル・ヤラシェフさんは「家族と離れて暮らしている で、家庭を思い出して懐かしい。普段話さない年代の人と話せるので楽しみ」と話した。留学生を受け入れたつくば市に住む白木由実子さんは「ベリーダンスが趣味のためウズベキスタンに興味があったものの、場所や歴史は今回初めて知った。ウズベキスタンの話をたくさん聞きたい」と話した。　
学生実行委員長の伊藤文
さん（国地２年）は、 「学生が研究を発表する機会が少ないので、今回のフォーラムは貴重な機会になる。フォーラムはあくまでも通過点で、今後も良好な関係を築いていきたい」と語った。
　
國中教授は「はやぶさは
技術者、科学者の総力を結集し、粘って７年間の宇宙航海を全うし地球帰還を果たした。小さな技術革新が世界を先導 次の未来を開いた。努力して自分たちが作ったものが未来を開
　
東京大学大学院情報学
環総合防災情報研究センター・地震研究所教授古村孝志氏講演会「東北 方太平洋沖の謎に迫る」が学園祭１日目の
10月８日に行わ
れた。古村氏は、自然現象としての東 本大震災の実態と推移を解説。将来高確率で発生が予測される南海トラフ地震への対策の重要性を訴えた。　
東日本大震災は、 「深部
のプレー のみならず、海溝付近の浅部プレート境界
が大きくずれ動くという常識外の出来事が原因で大津波が発生した」と古村氏は説明した。東北地方は過去
12万年間隆起してきたとい
う地形学的解釈と、最近
50
年間は沈降し続けており、東日本大震災でも最大１・２㍍沈降したという測地学データとの矛盾も紹介。今回の巨大地震をきっかけに、東北地方で大規模な地殻変動が始まる可能性もあり、数年後 内陸 に注意する必要があると語っ
た。
　
　
発生の可能性が示唆され
る南海トラフ巨大地震については、震源域が陸に近いために、東日本大震災で発生した津波よりも、ずっと早く陸に到達すると警告した。西日本には日本の全人口の
30％以上が居住し、農
業、工業生産と製油所 火力発電所などの重要構造物が集中する。東日本大震災発生後に寸断された太平洋側の輸送路に替わって使用された日本海側の物流網のような予備の輸送路も未発達であることから、社会的な影響の大きさを指摘。東日本大震災を受け、 「従来の常識を捨て、地震津波最大シナリオを見直し、対策を急ぐべき」と訴えた。　
古村氏は「地震津波観測
とシミュレー ョン 融合した、次世代津波防災システムの構築を実現させたい」と研究の抱負を語り、「自分の家が耐震基準を満たして るから いって安心できな 。身を守るために、家具の固定を行うことは大切。自治体の補助を使って専門 に工事を任せるなど、個々人 っかりと地震に備えて」と呼びかけた。
睡眠時無呼吸症候群やせ型や標準体型も発症
睡眠のあり方見直しを
く」 と自身の経験を踏まえ、熱く語った。　
他にもパネル展示や次世
代の宇宙技術、社会に役立つ宇宙医学などの講演があった。　
参加者の高山尋考さん
（情科１年）は「普段聞け
ないような話が聞けた、とても貴重な講演でした。専門的な知識を持っていなくても理解しやすく、新たな発見もありました。このようなフォーラムがこれからも行われ いけばいいと思います」と話した。
七沢潔氏講演会原発事故の実像伝える
事実と向き合う覚悟必要
　
ＮＨＫ放送文化研究所主
任研究員の七沢潔氏による講演会「放射能汚染の向こうの未来
　
チェルノブイ
リ・フクシマを歩いて」 （主催＝社会・国際学群田中洋子ゼミ）が、学園祭期間中の
10月
10日に２Ｂ４１１教
室で開催された。市民や生約
80人が訪れた。
　
七沢氏は、今年５月に放
送され大きな反響を呼んだＮＨＫのＥＴＶ特集「ネッ
トワークでつくる放射能汚染地図」のディレクター。１９８６年 チェルノブイリ原発事故の調査取材をしたことでも知られている。講演会では、自 足を運び
調査したチェルノブイリと福島第一原発事故後 福島県の写真を中心に、原発災害の実像について語 。　
福島県を取材する中で七
沢氏は、原発事故による土地や空気の汚染で、故郷で農業や家畜の生産を続けることができなくなった人々に出会った。その写真を前に「原発事故は、人々 存
在の基盤を奪うものだ」と語った。またチェルノブイリ原発事故の事後処理に携わった若者が放射能が原因と思われる身体障害者となり、毎日
30種類もの薬を服
用している写真を見せながら「人生これからというときに原発事故によ て未来を奪われ、 を狂 された人がたくさんいる」と語った。　
七沢氏は最後に「福島で
現在起こ ている事実から目をそらさないでほしい。今こそ、原子力発電というシステム 支持するのかどうかが問われているときだ」と訴えた。　
講演の後には質疑応答の
時間が設けられ、活発な意見交換が行われた。都内から来た大学生が「こ までの日本が原発を推進してきたことには、 にも責任があると考えている。キャンパスの中か 脱 訴
えていくにはどうすべきか」と質問したのに対し、七沢氏が「学生は、自分の将来を守るために、原発推進側の教員の授業をボイコットするなどし 抗議す
るべきだ。 そのようにして、彼らにけじめをつけさせる必要がある」と答えると、会場からは拍手が起こった。　
栃木県から来た男性は
「七沢氏のお話を直接聞くことができて大変うれしい。自分の使命や責任をしっかり 果たす強い意志のある人だと感じ 」と語った。　
本講演会の様子は、動画
投稿サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」で公開される予定だ。
学内では立食パーティも行われた
原発システムの見直しについて訴える七沢氏
イトカワ（右下）と月を比較
　
睡眠中に気道がふさが
り、呼吸が何度も止まってしまう睡眠時無呼吸症候群。従来は、肥満の中年男性が主な患者であるとされてきた。だが、本学の佐藤誠教授（医学医療）の調査で、やせ型や標準体型 もかかるということがわかっ
た。　
睡眠時無呼吸症候群と
は、睡眠中に
10秒以上呼吸
が停止する無呼吸状態が１時間に５回以上、あるいは一晩に
30回以上起こる病
気。本人 自覚せずに進行し、放置すると心臓突然死、動脈硬化や糖尿病にな
る恐れもある。あおむけの体勢で寝ている時はあごの関節がゆるんで気道が狭まり、呼吸に伴い空気が振動する。これ いびきの原因だが、肥満体形の人の場合は舌やのどの周囲などにも脂肪がつき 気道がつまことで、呼吸ができなくる。　
だが佐藤教授の調査で、
肥満でなく もあごの小さい人、へんとう腺が肥大しがちな子供も無呼吸症候群
になる恐れがあるとわかった。佐藤教授が睡眠時無呼吸症候群と診断された８８５７人の患者の肥満度（ＢＭＩ）を調べたところ、
43％の患者は 「標準」 「痩せ」
だった。太っていない人が無呼吸症候群となる原因としては、あごが小さい、舌やへんとう腺が肥大しるなどが挙げられる 欧米人と比べ、骨格が元からさい日本人は、少し太っただけでも気道がつまり 肥
満でなくとも無呼吸状態になる患者が特に多い。 「昼間いつも眠い、目覚めがすっきりしな 夜に何度か目を覚ますと う人は要注意。寝て る間に無呼吸状態になって何回も起きているため、常に睡眠不足状態になっている」と佐藤教授は指摘する。　
治療法としては、まずダ
イエットが挙げられる。骨格に問題がある人は、マウスピースや、マスクを着け
て空気を送り込むＣＰＡＰ療法、重度の患者にはあごの整形手術を行う　
だが、無呼吸症候群は生
活の変化から発症するため、生活習慣病と言うこともできる。 「治 するほどでなくとも、２人に１人が発症している可能性がある。普段の生活の中で、睡眠というものをもっと大切にして欲しい」と佐藤教授は話す。
ウズベキスタン・日本学生学術フォーラム２０１１
講演会や研究発表を実施
留学生のホームステイも
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寄附のお問合せ・お申込み
筑波大学基金事業室
 〒３０５-８５７７　
 茨城県つくば市天王台１－１－１
 ＴＥＬ：０２９－８５３─２１７８
 ＦＡＸ：０２９─８５３─６０２０
 Ｅ-mail：futureship@un.tsukuba.ac.jp
筑波大学基金ホームページ
 https://futureship.sec.tsukuba.ac.jp
〜個人〜
【３月】
飯田聖士
五十嵐耕一
五十嵐史彦
石井啓豊
石濱光朗
IRVING LOUIS 
JOHN
植松貞夫
宇川彰
鵜沢力
宇南山弘谷
潤米保男
大根田修
貝瀬隆拓
金保安則
神矢良知
川名啓介
川那部保明
菊池信孝
小松原栄
坂根正孝
佐藤慎一
佐藤崇博
佐藤正美
杉田倫明
関祐秀
曽根博仁
高橋智
田中丈比古
土子昇
生井栄
野崎剛
長谷部紀元
服部利明
東照雄
東山和幸
平井明代
深草正博
増尾弘美
三浦孝一
森岡隆
森本浩一
矢木達也
B E N T O N 
Caroline Fern
【４月】
阿江通良
青柳宏二
赤澤正彦
飯田聖士
石濱光朗
IRVING LOUIS 
JOHN
岩田真也
植田雅弘
植松貞夫
宇川彰
鵜沢力
宇南山弘谷
潤米保男
大手昇一
大根田修
大森敏明
岡島隆治
岡村直道
貝瀬隆拓
金保安則
神矢良知
川那部保明
川村卓
川村泰史
菊池信孝
國立美知子
熊谷嘉人
合田浩之
小松原栄
坂根正孝
佐藤慎一
佐藤千晴
佐俣洋一
篠崎裕彦
杉田倫明
鈴木浩明
関祐秀
曽根博仁
高橋智
竹村優一
田辺祐子
土子昇
徳岡慶一
中内靖
中川昭
生井栄
西野虎之介
野崎剛
服部利明
原田正剛
東照雄
東山和幸
一二三朋子
B E N T O N 
Caroline Fern
堀謙介
前野貴美
増尾弘美
増子博保
溝渕宗秀
森本浩一
山口佳樹
山﨑節雄
吉岡高志
【５月】
阿江通良
有波忠雄
飯田聖士
石濱光朗
IRVING LOUIS 
JOHN
植松貞夫
宇川彰
宇南山弘谷
潤米保男
大手昇一
大根田修
岡村直道
貝瀬隆拓
角田和男
金保安則
神矢良知
川那部保明
川村卓
菊池信孝
熊谷嘉人
小松原栄
坂根正孝
佐藤慎一
杉田倫明
鈴木久敏
鈴木稔
関祐秀
曽根博仁
高橋智
土子昇
堤一隆
道本裕大
生井栄
野崎剛
萩原利典
服部利明
板東享男
東照雄
東山和幸
一二三朋子
B E N T O N 
Caroline Fern
前田大地
増尾弘美
松本好隆
宮下善行
宮脇美也子
森本浩一
矢羽々剛
山下勝也
湯川光代
吉仲崇
米倉敦
鷲田由美
【６月】
阿江通良
畔上泰治
阿部生雄
天野勝利
新井保幸
有波忠雄
飯田聖士
石濱光朗
石原浩
IRVING LOUIS 
JOHN
植松貞夫
宇川彰
宇南山弘谷
潤米保男
太田充
大手昇一
大根田修
岡村直道
貝瀬隆拓
笠原勇二
金保安則
神矢良知
川那部保明
川村卓
菊池信孝
熊谷嘉人
上妻雅浩
後藤順子
小松原栄
坂根正孝
佐藤慎一
山海嘉之
杉田倫明
鈴木久敏
鈴木稔
関祐秀
曽根博仁
高橋智
竹村優一
土子昇
直江俊雄
生井栄
根本富彦
野崎剛
服部利明
東照雄
東山和幸
久武幸司
一二三朋子
B E N T O N 
Caroline Fern
増尾弘美
水谷太郎
宮﨑雪峰
宮本陽一郎
森本浩一
山下勝也
【７月】
阿江通良
赤羽勝雄
秋山勝雄
有波忠雄
飯田仁
飯田聖士
池原耕太郎
石橋文雄
石濱光朗
糸川弘
IRVING LOUIS 
JOHN
植松貞夫
宇川彰
鵜沢力
宇南山弘谷
潤米保男
江田昌佑
大手昇一
大根田修
岡村直道
小内稔
貝瀬隆拓
柏木道子
金井肇
金保安則
神矢良知
川那部保明
川村卓
菊池信孝
木越清信
岩本浩二
上原直史
植松貞夫
宇川彰
内田俊夫
宇南山弘谷
潤米保男
大石謙亮
大手昇一
大根田修
岡崎一雄
岡村直道
小川敬一
長田裕
尾澤達也
遅野井茂雄
貝瀬隆拓
掛札孝子
金保安則
神矢良知
亀田明
川島浩平
川那部保明
川村卓
神田民枝
菊池信孝
北尾倫彦
草薙進郎
熊谷嘉人
小畠正德
小林汎
小松原栄
齋藤隆
坂根正孝
佐々木正興
佐藤慎一
佐藤大輔
清水勝彦
志村英夫
下山田芳子
杉田倫明
鈴木久敏
鈴木稔
関伸夫
関祐秀
瀬津栄顕
曽根博仁
高橋智
舘岡昇一
土子昇
土本泰
生井栄
野崎剛
橋本徹也
橋本直美
波多野澄雄
服部利明
原益男
東照雄
北脇信彦
熊谷嘉人
桑原俊明
小松原栄
近藤康博
金野秀敏
坂根正孝
坂元暁子
佐藤忍
佐藤慎一
杉田倫明
鈴木拓郎
鈴木久敏
鈴木稔
関祐秀
曽根博仁
高橋智
筑波大学人間学
類７期同窓生
辻裕幸
土子昇
長久保博徳
長坂邦彦
中沢市夫
中澤斉
永田友市
中山欣司
生井栄
根岸一星
野崎剛
服部環
服部利明
東照雄
東山和幸
一二三朋子
廣瀬雅哉
福島大吉
B E N T O N 
Caroline Fern
北條宏
増尾弘美
村田茂
森本浩一
森山泰夫
山浦巌
山口松太郎
山下勝也
山田務
吉澤敏武
渡辺雅仁
【８月】
阿江通良
有波忠雄
飯田聖士
池嶋聖也
石濱光朗
伊藤久雄
IRVING LOUIS 
JOHN
東山和幸
一二三朋子
福田啓子
藤倉紀子
B E N T O N 
Caroline Fern
堀田雅男
桝和子
増尾弘美
松下幸三郎
宮越俊一
宮越リカ
森田仁
森本浩一
安武幸雄
山下勝也
山田務
吉田恵理子
吉水千鶴子
渡辺和夫
【９月】
阿江通良
有波忠雄
飯田聖士
石濱光朗
IRVING LOUIS 
JOHN
筑波大学医学群
看護学類５回生
一同
岩本浩二
植松貞夫
宇川彰
鵜沢力
内田俊夫
宇南山弘谷
潤米保男
大手昇一
大根田修
岡村直道
遅野井茂雄
貝瀬隆拓
金保安則
神矢良知
川那部保明
川村卓
菊地大介
菊池信孝
木津孝道
熊谷嘉人
小松原栄
坂根正孝
坂本茂
佐藤慎一
佐藤大輔
杉田倫明
鈴木久敏
鈴木稔
関祐秀
曽根博仁
高橋智
土子昇
中村昭
生井栄
根本乾一
野崎剛
野々村淳
波多野澄雄
服部利明
東照雄
東山和幸
一二三朋子
福原行也
B E N T O N 
Caroline Fern
穂積本男
槇島則子
増尾弘美
松沢宏明
森嶋厚行
森本浩一
山下勝也
山田務
山元俊一
柚木晴美
渡邉善巳
〜法人〜
【５月】
財団法人　大学
基準協会
【６月】
医療法人テーデ
ーシー　川井ク
リニック
大曽根タクシー
株式会社
漢珍数位図書股
份有限公司
【８月】
ＫＬａｂ株式会
社
寄付者一覧（敬称略）
　
本学ＯＢでＮＨＫチーフ
アナウンサーの武田真一氏（平成２年度社会学類卒）の講演会「命を守れる放送をめざして」が学園祭２日目の
10月９日に、１Ｄ
２０１教室で行われた。武田氏は東 本大震災発生直後の放送に携わったことについて「言葉が命を救うのに役に立たず、無力感を感じた」と話し、今後あるべき災害放送 ついてを中心に語った。会場には多くの人が詰めかけ、立ち見が出るほどの盛況ぶりだった。　
武田氏はスライド上で、
震災報道に携わった他のアナウンサーの手記を紹介。手記には「マニュアルに従い、停電前に津波の情報を伝えられなかった」という悔恨や「東北勤務経験で得た災害関連の知識が固定観念となり、想像性を失 ていたのでは」と葛藤する様
子の記述が見られた。　
災害時の放送に対する一
般視聴者からの意 もあわせて紹介。 「細かい地名を加えるべき」 、 「プライバシーを意識するより、とにかく現状を伝えてほしい」といった声があったという。 「災害時の放送と通常放送とではプライオリティー （優先事項） が変わてくる。人命を守るための災害放送は『視聴者に確実に伝わり、行動を促し予断を与えない 』であるべき」と話した。　
災害時に自動的に電源が
入る防災ラジオ機能を搭載したラジオの普及など放送以外でなされるべき社会的措置の必要性にも言及。町長のアイディアで、あいまいな避難指示 はなく命令調で放送を行った茨城県大洗町の防災行政無線についても紹介した。そして、 ３ ・
11をきっかけに放送関係者
間でも議論が重ねられ、局内でも放送時の言い回しの変更について、若手が提案しようとして ると話した。　
武田氏は「放送はチーム
ワークで、アナウンサーはアンカーパーソン。伝えたい思いを詰め込んで、情熱と真心を持った放送をしていきた 」と今後の抱負を語った。　
講演後の質疑応答では、
制限時間まで多数の参加者が、テレビ局や武田氏の仕事などについて積極的に質問していた。講演を聴いたつくば市在住の女性は「災害時の放送は改善の余地があると感じた。停電時のために市販のテレビにバッテリーをつけるなど、放送が伝わるための仕組みを整備することの重要性にも気付かされた」と話した。
NHK  武田真一アナウンサー講演
災害放送の今後について語る
　
山田信博学長が主催する
留学生懇談会が
10月
19日に
第二エリア食堂で行われた。このイベントは本学の留学生を歓迎し、学内外の支援者との交流を目的としており、教員だけでなく国際交流団体の関係者らも参加した。　
最初に山田学長は「毎年
留学生と話し合うことができるこのイベントがあり、とてもうれしい。今年は３月
11日の大震災で不安な気
持ちを持っている留学生が安全に勉学、研究ができるよう努力する」と挨拶を
た。　
懇談会では立食形式で留
学生と教員が現在の大学生活について自由に話し合った。また山田学長と留学生の有志によって本学のメッセージソング「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
ＴＨＥ
　
ＦＵＴＵＲ
Ｅ〜未来を想え」が英語で歌われた。　
懇談会に参加した留学生
のヌル・アクマルさん（国総１年）は「さまざまな国から来た留学生との交流で友達ができてうれしい。みんなの前で歌うのが恥ずかしかったが、こ イベント
は本当に意味があると思う」と話した。　　
中豊副学長 （国際担当）
は「留学生を歓迎する意味がある。しかし、このイベ
ントは留学生だけを参加の対象としている。もっと日本の学生と留学生が交流するイベントを作りたい」と語った。
学長と歓談する留学生たち
留学生と教員が交流留学生懇談会
視聴者に行動を促す放送を
辻
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子どもに誇れる千手禅二郎（心理３年）
針はなくとも「上」を目指して 　
今の自分の答え、それは
「自分の子どもに１人の人間として認められること」だ。歴史上の人物や有名人に負けたくない。父ということは関係な に子どもにとって１番の存在になりたい。自分の子どもから「お父さんみたいな人生いいなぁ」とか言われたらうれしくないですか？そういう
安部隆虎（比文１年）
参議院議員
自分を描く
本当の自分導く灯台
　
２年半ぐらい前に大学に
入学し、多くの人と話し、たくさんのことを考えた。色んなことが気になってしかたがなかった。 「 ぜみんなは嘘をつくのか」 「親友とは何か」 「なぜ音楽を好きな人が多いの 」 など。気になる理由はもちろん、自分に無いモノだ ら。いつ頃からかは覚えていないが 「人生最大の幸せは何か」ということが になり始めた。多くの人にとって興味深いのではないかと思う。　
自分はその答えを見つけ
た。しかし（仮）の答え。たかが
21歳の大学生が最高
の答えを出せるとも思っていないし、未来の自分が考える答えにも期待したいから。
　「人生は航海の様なものである」航海の最中、耳にタコが出てしまうほど、何度聴いた売り文句だろう。人生という荒波を航る間、
初めて、母校で講演をさせて頂きました。久々に多くの後輩たちと会い、私が学生だっ 頃の気持ちを思い出しました。緑に囲まれ友人達と過ごした４年間は、かけがえのない時間です。今振り返ると、銀行でも、タリーズコーヒーを立 上げる時も、そして政治家になった今でも 私の礎となっています。　
皆さんの中でまだ目的
を見つけられない方がいるのなら、日々の何気ない生活の中で感じる喜怒哀楽悲の中にヒントがあるはずです。例えば悲しい経験をしたならば、同じような悲しみを他 人が味わわなくてもいいような仕組み作り 考えればいいですし、楽しいことなら、みんなで分かち合えばい 、それが人生の目的に るの 。学生生活の中で多くを学び体験し、そして社会に羽ばたいてほしい 思 ます。
（平成２年度国際関
係学類卒業）
いと喜んでくださる笑顔、そして何より仲間たちの存在がとても励みになりました。シアトル生まれのスペシャルティコーヒーに日本のおもなしの心を加え、３００店舗を超えるチェーン展開をすることができた。　
その後、海外でもこの
美味しいコーヒーとおもてなしの心を伝えたいと、シンガポールに出店をしました。シンガポールで暮らす中、改めて外から日本を見れば経済的に非常に弱くなり、他アジアの方々に心配をされるほどになっていた。経営者として何か日本経済のプラス ることができ ばとも考えましたが、それではできる範囲が小さすぎる。政治と経済は切っても切れない関係ですから 政治世界から変えていかないと日本の経済は良くならない！と、政治家になる決意をしました。　
先日、政治家になって
ポーツに集中できると思いました。そして日本特有の縦社会を学ぶため、体育会系のアメフト部に入りました。考え方の根底にあった は、１年でも先輩なら敬うも という教えです。それを身を持って学ぼうと思いました。　
卒業後は銀行に入行し
ました。財務を べ、経営者と直接話すことが出来る。起業を目指す私にとって非常に勉強になる場所でした。銀行時代、友人の結婚式で行ったボストンでスペシャルティコーヒー 出会いした。あまりの美味 さに 「日本にも伝えたい！」という思いで米国と 交渉を続け、日本での経営権を得るに至りまし 。コネも資金もなく、必死で開業資金 工面し、それこそ店に何日も泊り込んでがむしゃらに働きました。お客さまの美味し
活。私たちにとって高級食材のウニですが、現地ではウニや生魚を食べる習慣すらなく、気持ち悪いと思われていまし 。文化の違いを知ったと同時に日本の良さを知ってほしい、互いの文化を理解し尊重することで、国境を越えても仲良くなれるという強い思 から『文化の懸け橋』になりたいという人生最大の目的を持つようになりました。その目的を達成するためにも、単身日本 戻り筑波大学へ入学しました。　
海外生活が長かった私
は、日本のことを知っているつもりで、日本人としてのプライドも持っていました。しかし暮らした期間も短く、本当は日本のことを知らないことに気づいたことから 日本で大学に通 、生活をしたいと思っ のです。つくばは田舎で勉強やス
　
昨年夏の参議院選挙に
出馬し、参議院議員になり１年が過ぎました。出馬を決意した理由はいくつかあ ます 「文化を通じて世界の架け橋になる」という子どもの頃からの目的意識が強くありました。　
幼少期から高校までの
ほとんどをセネガルとアメリカで暮らし、当時日本人は「変わった人種と思われることも多く、悔しい思いをしたこともありました。例えば食生
いチャンスでみんなとシェアしたかったことは勉強のことではなく２学期に入ってから勉強よりもっとつらい を発見したことです！　
考えるだけで私の心が
痛くなります。私にとって、学生の生活の中で一番つらかったことは、筑波大学の体力測定で ！　
筑波大学を第１希望に
した理由は、この大学優れている社会・国際学群に挑戦したかったからです。しかし、運動不足で、高校の体育の記憶も残ってない私は、筑波大
　
こんにちは！今年の４
月にマレーシアから来ました、マルと申します。　
学生なら、勉強はつら
い！勉強はつらい！まあ、仕方なく 何回言ってもそれは当たり前なことですからね。しかし、今日は、こんなすばら
学の体育は日本でトップということを知らないままここに入学しました。　
しかし！つらいと言っ
たから嫌いなわけではありません。 の体力測定のおかげで、私は全然スマートじゃないとよく分かりました。友達と一緒に体力測定を励ん る時、みんなの運動はうまいなとずっと思っていました。友達によると、みんな高校生から同じような体力測定をやっていたから、私のように衝撃を受けた人はいませんでした。
　
あああ、だから日本人
はみんな細くて、健康的だよねと今分かりました。日本に来る前は、日本人だと、ど イメージが浮かんできますか？って聞かれたら、 （失礼ですが）女の子も 男の俳優もみんなダイエットをやり過ぎるイメージしかなかったです。しかし今は、そんなわけでもない！みん 健康的な生活を送っている ら、細いというよりも もっといい言葉はやっぱりスマートです！　
私は
20年間も生きてき
　
私の羅針盤には針がな
い。　
例えば、そんな一文を冒
頭に置 てみれば、私がどんな人間かは大方想像つくかもしれない。　
残念ながら私がつづる文
章に、意識の高い学生らしい初々しさ、若々しさを期待しても無駄である。幸
て、運動不足で、反省しています。これから、やせるのはともかくとして、とりあえず、スマートになるために一週間で少なくとも３回ジョギン
グしたり、バランスがいいものを食べたりすることを頑張ろうと思います！（マレーシア・国総１年）
ヌル アクマル ビンティ
マド アブドル アジス　
世界と日本の
 文化の懸け橋
 へ
松田公太さん
人間になってやると思ったとき、人生の色んなことを頑張れたり、楽しめたりが前以上にできるようになった。自分を成長させることが生きがい。前から自分成長はなんとなく好 だったが、目標ができて気持ちが強くなった。　
子どもが成長するまで、
そして自分 評価されるその時まで、自分を成長させる時間は限られている。だからこそ今を全力で生きたい。それが夢を叶える めにできる唯一 努力かな。にも、この記事は数人が寄稿する方式 あ うなので、そういった、立派な意見は他の素晴らしい方に託そう。 ここから始まるのは、コミュニケーション障害気味の根暗で陰険な浅学非才極まりない学生が呟くただの独り言である。　
私の羅針盤には針がな
い。何をバカな、と諸君らは笑うかもしれない。 れでは、社会という海で遭難してしまう、と。 かし、そもそも、針のある羅針盤
を持っていたとして、諸君らは何処を目指すつもりなのだろうか。 海図を確かめ、どの大陸に向かって漕ぎ出そうと、そこは結局誰かが踏んだ大地である。既に荒らされ、宝はなく、新鮮な喜びなどあろ ずもない。それでも諸君らは、羅針盤を片手に舵を切るろうか。　
ならばどうすればいいの
か、と諸君らは問うかもしれない。ならば私はこう返そう。その手の地図と羅針盤を、諸君らは本当に信じるのか、と 目指しているのが大陸でなく 「何もな 」海域であったとするな 、私は賞賛しよう。　
他人の描いた地図を過信
した者から沈む。　
社海00
は、そうできてい
る。リーマンショックだてそうして起こったのではなかったか。　
そして、新しい何かを手
にするのは、決まって既成の地図を疑った者たちだ。ビル・ゲイツだ スティーブ・ジョブスだて、 「大金持ちになれる方
法」を試したわけではなかろう。　
私の羅針盤には針がな
い。とい か、要らない。目的地を設定してしまうと、固執してしまうし、それ以上素晴らし 場所にたどり着けない。例えば誰かを尊敬してその人のようになりたいと思えば、その偉人以上には決してなれない。だから私は、誰かを尊敬しない。同様に、終着点を決めない。　
ただ、目的や目標はない
が、夢ならある それは、何処に行けば、どのようすれば、叶えられると定められたたぐいではない 、自分以外の誰かが得をす崇高な願望でもない。ど、私はそ を必死で追い求めよう。針のない羅針盤では東西南北もわからない。けれども、常に「上」だけは目指している。　
観念的と笑われようが、
あきれられようが、ののしられようが、まい進 た挙句 放物線を描き自由落下して海に沈も と 私は航海しても名を公開しても、
後悔だけはしたくない。「あなたの人生で、一番印象に残った人になる」　
それが、現在の私の夢。
叶うまでの道のりは、きっと果てしなく遠い。
私の小さな船は揺れ続け、大変苦しい酔いに襲われている。
　
嵐の中では羅針盤も狂っ
てしまう。気が付けば波にさらわれないように必死で、行くべき方角も分からなくなる。今進んでいる方向で合っているのか……。不安で仕方がない。 だから、同じよう 航海者を見付ければ、共にその海を乗り越えようとして、相手の船とつながろうとする。それは誰にも共通する心持ちではないか。　
私にとっての羅針盤は、
方角を指し示す、赤と白に塗り分けられた菱形の道具ではない。暗い海でほのかに浮かぶ光──そ は、私
を導いてくれる友人なのではないだろうか。大学生になり、研究活動や就職について考える機会が増えた。だが、どんなに考え も、悩んでも、明確 答 は出ないまま、一体何をしに大学に来たのかさえ分からなくなった。　『私がしたいと思うことを思いっきりやればいい。４年間を振り返 ときに、何も後悔し いくらいに』眼前の暗闇を、一筋の、淡い光がひらめいた瞬間であった。私はこの言葉をきっかけに、とあるオーディションを受けるに至っ
た。小さな頃からなりたかった、ある職業に近付くための進路と、船を漕ぐ力を与えてくれる灯台。それが私の羅針盤として役目果たしている。　
羅針盤は、決して目に見
えるものだけではない。あ
る時は夢、ある時は言葉……。私にとっては灯台が放つ「光」が羅針盤だったのである。 「本当の自分」を見つけ出すための航海は始まったばかりなのである。
?
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 ?
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今月のテーマ
私の羅針盤
（ＰＮ）多加枝鋏見
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遺伝子の不思議を講演
標本の観察やクラフトコーナーも
「知識情報とメディアの世界」
歴史をたどる資料を展示
バイオｅカフェ
学園祭で生物のしくみを語る
熱心に語る澤村講師
北海道開拓精神の形成
故郷の歴史　心のよりどころに
榎本守恵 著
劇団ＳＯＮＩＣＢＯＯＭ第
84回秋公演
一足早いクリスマス
　「知識情報とメディアの世界」という展示が、
10月
３─
10日に春日エリアメ
ディアユニオンで行われた。　
展示は、古くはメソポタ
ミアの粘土板から新しくは電子書籍まで、古今東西のメディアを展示する「メディアの発展、古代から現代へ」と、図 館情報大学の開学から今年まで 写真
を展示する「知識情報と図書館の学び舎」の二部構成で行われた。　
第一部の展示では明治時
代に発布された「五榜の掲示」や、ディドロやダランベールらの百科全 派によって
18世紀にフランスで
執筆された「百科全書」などの貴重な資料が展示されていた。第二部はパネル展示形式で、知識情報・図書館学類の前身である図書館情報大学の時代から２０１１年までに行われていたさまざまなイベントの写真が展示されており、当時の懐かしい風景を一度楽しむこと 出来た。　
今回の展示は、本学の知
識情報・図書館学類と、図書館情報メディア研究科の前身である図書館情報大学、さらにその創基である文部省図 員教習所が大正
10年に設立されて、今年
で
90周年を迎えたことを記
念して行われたもの。
ユニークな舞台演出で工夫
大谷奨
ないのである。確かに北海道から離れてみると色々と気になることが多かった。 「大志を抱け」と進取の気性やフロンティアスピリットを強調する一方で、手つかず広大な自然といった未開のイメージを売り出そうとする矛盾。そういえば小学生の時、開拓百周年といった行事があったが、北海道の歴史とは何なのか。　
そろそろ卒論の
テーマも決めなければならない最後の春休みに図書館で手に取ったのがこの本であった。開
　
１９８２年に私は北海
道から筑波大学（現教育学類）に入学した。仲間に恵まれ大学生活を謳歌していた私は、ある日、「内地の梅雨は嫌だねえ」と話しかけ、友人を「内地って何だ？」とひどく困惑させて まった。当たり前に使っていた言葉が、ここ内地では通用し
くの人が訪れ、さまざまな現代ダンスを楽しんだ。　
表題作である 「身体広場」
は「繰り返される日常に閉じ込められたココロとカラダ。身体に耳を傾け、感じ、表現することによって自身を解放していく……」がテーマ。白い衣装を着パフォーマーたちが、白いテープを「繰り返される日常」に見立て、そこから解
　
筑波大学舞踊研究室主催
の「ＰｅｒｆｏｒｍｉｎｇＡｒｔｓ・
14　
身体広場」
が、
10月
26日につくばセン
ターのアイアイモール広場前で開催された。　
14回目を迎える今回は、
地域の人にも身体表現の持つ魅力を伝えたいという思いから、誰もが気軽に足を運べる くばセンターでの開催となった。会場には多
　
主催者の幅田彩加さん
（体育１年）は「実際につくばセンターでパフォーマンスをして、普段は観に来ない人が身体表現に触れる
機会を作れた。日常に突如出現した異空間は時間を忘れさせ、身体を通した心の表現は人の心 潤すことができるだろう」と語った。
放されていく姿を演じた。　
つくば市から来た女性は
「寒空の下で真剣に頑張っていたと思う。何年も見ているが、今回も楽しめた」と感想を語った。パフォーマーの水島晃太郎さん（体専２年）は「この場所で踊るのは初めてだったが、空が見えて開放感があ 。楽しみながらパフォーマンスが出来た」と語った。
拓者精神は幻想に過ぎない。屯田兵制度は保護された官製開拓であり、成功した伊達氏による移住
も結局は封建的な士族の紐帯意識によるものである。 「北海道は外地ではないにしても、内国植民地 った」 。筆者の洞察は当時隆盛つつあった心性史を先取りするような手法で、開拓当時の北海道移住者の心のあり様に及んで
いた。救われた。そして「これだ」と得心し、指導教員に「開拓期北海道
の教育」をテーマにしますと宣言したのが４年次の春。そして現在に至り今も手元にこの本はある。　
実は筆者の故榎本守恵
氏は北海道生まれで東京文理大出身なので先輩といってもいい。きれいにまとめすぎと思われるかもしれないが、しかし学生時代に つで 戻れよりどころが見つかるというのは本当 あり たいことである。むろんそれは本に限る必要はない。後輩のみなさんにも学生時代に本や音楽、絵や人物との「決定的」な出会いがありますように。
（雄山閣・３８００円）
　　
　　（人間・准教授）
　
劇団ＳＯＮＩＣＢＯＯＭ
の第
84回秋公演「くりす
ますあうとおぶざしーずん」が
10月
29、
30日に７Ａ
１０５教室で行われた。２日間、計３回 公演で合わせて
38人が足を運んだ。
　
今回の公演は序幕「ぷろ
ろおぐ」 、 第１幕「おもちゃやさんた」 、第２幕「真っ赤なお鼻のナカイさん」 、第３幕「あわてんぼうのどろぼうさんた」の演目で進められた。サンタが営むおもちゃ屋に務めることに
なった「ナカイくん」と、クリスマスイヴが誕生日の少年の物語。誕生日プレゼントと プレゼント両方を欲しがる少年にナカイ君は「僕があわてんぼうのサンタと一緒に、クリスマス前にプレゼントを届けてあげる」と約束する──。笑いも交えた本格的な
演技が披露され終幕後会場は温かな拍手に包まれた。　
公演に向け、夏休み中に
脚本の推敲に着手、９月から練習を積み重ねてきた。段ボール箱を使って舞台を作るなど、演技以外 もユニークな工夫がみられた。　
構成と脚本・演出を務め
た坂口桃子さん（情報創成３年）は、 「いつもは筑波キャンパスを会場にしているが今回は春日キャンパスになったり、学園祭と時期が重なりスタッフが不足し、準備がなかなか進まないなど苦労もあった。公開出来てほっとしている」と語った。また力を入れ 点について「他の劇団にも応援を頼んだ。さ ざま 人が集まる中で常に楽しくやることを意識した」 という。　
劇を見に来た高山勲さん
（リスク前期２年）は、 「例年とは違い、ダンボールを使った舞台は斬新な発想で面白い」 感想を話した。
　
本学広報室では、キャンパス
アテンダントを募集している。
　
キャンパスアテンダントとは、大学見学に訪れた中学
生や高校生に本学を案内する学生プロジェクト。メンバーは、授業中の空き時間を使って、中高生への大学案内をしたり、昼食をとりながら対話をしたりする。　
毎週水曜６限に５Ｃ４１２教室でミーティングを行
い、見学対応のスケジュール調整や、案内時のノウハウ等について話 合う。　
詳しくはホームページ＝
h
ttp
://ca.k
e
ro
x.in
fo
　
問
い合わせ＝
ca@
k
e
ro
x.in
fo
　
本学大学院人間総合科学研究
科博士前期課程芸術専攻コース
の学生による作品展 「ＭＣ展」 が、
12月３ （土） ─
11日 （日）
に、茨城県つくば美術館（ くば市吾妻）で行われる。　
同コースで洋画・日本画・版画を学ぶ１、 ２年生
35名
が日頃の制作・研究の成果を披露する。　
入場無料で開館時間は９時
30分─
17時（最終日は
14時
まで） 。ブ「Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ
　
Ｌｉｖｅ
　
２０１１」が、
12
月
17日（土）につくばカピオホール（つくば市竹園）で
開催される。　
17時
30分開場、
18時開演。入場料は前売り５００円、
当日６００円（小学生以下は無料） 。
　
本学アカペラサークルＤｏｏ
─Ｗｏｐによるクリスマスライ
　
１位にランクインしたのは
「ガリレオの苦悩」 。 「悪魔の手」と名のる人物から警視庁に送りつけられた怪文書をめぐり、邪悪な犯罪者と天才物理学者・湯川学の対決を圧倒的なスケールで描く。　
また、松尾芭蕉による紀行
文集である「おくのほそ道」も４位にランクインした。
 
　
11月
30日までアルク
15％オ
フフェア開催中。
大学会館書籍部ベストセラー
東野圭吾/文春文庫
ガリレオの苦悩
モダン・タイムス（上）
伊坂幸太郎/講談社
モダン・タイムス（下）
伊坂幸太郎/講談社
おくのほそ道
    講談社学術文庫
’13　究極の自己分析
  坂東恭一/成美堂
　
学内で採れた野菜などを用い
た軽食を提供するカフェが、
12
月５（月）─７ （水）の午後３時─７時、体芸食堂で行われる。芸術専門学群の学生有志が行っているアスレチックガーデンプロジェクトが以前から不定期に企画している「学生カフェ」の一つだが、今回はとんぴくりんと共同で う（
11面に関連記事）
。
　
問い合わせ＝
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（中塚）
ＭＣ展
クリスマスライブ キャンパスアテンダント
ＰｅｒｆｏｒｍｉｎｇＡｒｔｓ・
14　
身体広場
日常からの解放
つくばセンターに異空間を作る
「身体広場」を演じるパフォーマーたち
をテーマ 舞う
「
」
　
生物学類と生命環境科学
研究科が主催するバイオｅカフェが、学園祭期間中の
10月
10日に第二エリア食堂
で開催された。
54回目とな
る今回は「いきものばっかり～生物学類って何やって
るの～」をテーマに、澤村京一講師（生環） 、岩井宏暁講師（同）千葉親文准教授（同） 、齋籐康典准教授（同）の計４人を教員を講師に招いた。学園祭期間中のため、講演には学生だけ
でなく、親子連れや高校生の姿も見られた。　「遺伝子によって決まること、決まらないこと」をテーマに話した澤村講師は子どもにもわかるよう 「遺伝とは何か」という質問で参加者の興味をそそり、具体的なイメージ ら話を進めた。　後半では「遺伝がすべて
を決定しているという誤解をとく」ということを主軸に話を進めた。子に現れる性質や特徴である形質は遺伝と環境によって変わるのだと説明したあ 、 「回帰」という現象を紹介した。回帰とは標準から外れた親からは、平均して標準により近い子供が生まれるというものだ。背の高 親 生まれた子供 親よりも身長が低くなる可能性く、背の低い親から生まれた子供は親より身長が高くなる可能性 高 とい
うことだ。この説明に会場は驚きの声が漏れた。　
参加した女子高生は「興
味深い話だった。専門的で少し難しい点もあった 、楽しく聞けた」と感想を話した。　
他にも、顕微鏡で遺伝学
のモデル生物として有名なショウジョウバエの変異体や、海 生物クロイソカイメンとそ 幼虫の固定標本
を観察できるコーナーや、ＤＮＡのビーズストラップやカブトムシ・動物細胞などのクラフ を作成すコーナーがあった。顕微鏡のコーナーでは子供たちが食い入るように顕微鏡を覗き込み、クラフトコーナーでは子供から大人ま 工作に熱中して た。
体芸カフェ
五榜の掲示 や 百科全書 も」「「 」
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四季おりおりの自然に彩
られた筑波山を眺めながら、昔ながらの街並みの中を自転車でのんびり走る。普段見慣れたつくば 景色を離れ、生活と自然が調和
する「もう一つのつくば」を再発見するサイクリングを、筑波山のふもとに位置する北条地区で楽しんでみ
　
木々が生い茂った道をロ
ボットが走り、緑あふれた場所で最先端の研究を行なっている。そ ような科学と自然が共存するつくばだが、これらを感じずに過ごす人も多いだろう 今回はつくばらしさを実感できる施設を紹介する。それは国立科学博物館筑波実験植物園とつくばエキスポセンターだ。植物園では普段意識しないつくばの自然や、あまり触れること ない植物まで見ることができ、エキスポセンターでは楽しみながら科学を学ぶ も、最先端の研究や専門的な話
題に触れることもできる。最後の締めは「つくば光の森」だ。駅のペデストリアンデッキから中央公園までライトアップされるこのイベント。 「科学と自然の調和」がテーマのこのイベントが人々を癒やす。　
まずは学園東大通りを南
下し植物園へ。この施設で
　
つくばにはさまざまな通
りがある。学園東大通りに学園北大通り、学園西大通り……。その中でも目を引くのが、科学の街・つくばを表すかのような名前の「サイエンス大通り」だ。だが学生には身近でなく、あまり知られていない 今回は自転車でその魅力を探る旅に出た。　
心地よい秋晴れの中、サ
イエンス大通りへ向かう。学園北大通りを走り、イーアスつくばが見えてき ら
?
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「ラーメン街道」
　抜けるような青空の秋晴
れの日、風を感じながら自転車をこぐ。活動しやすいこの季節に、普段見ることのないつくばを自転車で巡ってはどうだろうか。自転車で行けるつくばの名所を紹介する。
（中島佳奈、
長島一真＝人文学類、二宮健太、 原啓一郎＝社会学類、中島光夫＝情報科学類）
りんりんロードで季節を感じよう
ラーメンを食べつつ歴史に触れる
筑波山を背に風情ある町並みを楽しむ
?????
?
??
?
?????
???
?
上＝光に包まれ素敵な時間を過ごせる（昨年撮影）
下＝エキスポセンターで楽しみながら科学を学ぶ
は日本最先端の植物研究行われている。 「筑波山の植物」から、滅多に触れることはない 「絶 危惧植物」まで展示され、植物の 様性に触れることができる。また本学生は学生証を提示すれば無料 入場できる。　
さまざまな特別展もあ
り、現在は「日本固有の植物展」が
11月
20日まで行わ
れている。ししおどしが小気味の良い音を立て、松やあじさいなど風情があり日本らしさあふれる植物を見ることができる。　
また日によってはセミ
ナーもあり、植物のまだ知らない構造や働きを学べる。加えて園内を職員が案内、説明もしてくれる。土日は予約不要だ。　
植物園を後にしてエキス
ポセンターへ。植物園入口前から直進し、ペデストリアンデッキを南下する。　
松見公園に差し掛かる。
ここで少し休憩。日本庭園
風の作りの公園。３６０度のパノラマが広がる展望台は、大人１００円（子供は半額）で楽しめる。　
エキスポセンターに到
着。ここでは最先端の科学と光や電気など 身近にある科学に触れることができる。入場料は大人４００円（子供は半額）だ。　「サイエンスシティつくば再発見」はつくば市の最先端の科学と豊かな自然との調和がテーマだ 現在は畜産草地研究所が行った、温室効果ガス 発生が少ない家畜ふん堆肥の研究などが紹介されている。　２階ではナノテクノロ
ジーや地球温暖化、宇宙開発、核融合などの未来を担う研究の展示 ある。宇宙服や宇宙船内のトイレ、寝
室の展示もあった。また未来のエネルギーなどの構想も説明され、分かりやすくも新発見がある。　
次は 「つくば光の森」 へ。
およそ２万個のライトに迎えられる。
11月
19日からラ
イトアップが行われ、光の回廊や光のメリーゴーランドと見所は満載だ
　
この機会にいつも身近に
ある自転車で出かけてみてはどうだろう。科学と自然が共存したつくばならではの街並みが待っている。
科学と自然に触れてはどうだろうか。ここでは２、 ３時間程度で気軽に北条地区を見学するルート
を紹介する。　
大学を出て、学園東大通
りを北へ進む。 「日本の道百選」に指定されている学園東大通りでは、整然と並んだ街路樹の間から筑波山を眺めることができる。歩道、自転車道が整備され、安心して走れ 道だ。大学から
30分ほど走ったところ
にある田中交差点を右折し、桜川を渡る橋を通過。内町下交差点の正面に見える細い道を進めば、北条商店街に到着だ。商店街の道路は細いため、自動車や歩行者への注意が必要だ。　
北条商店街に着いたら、
まずは商店街 中心に位置する案内所「北条ふれあい館
　
岩崎屋」を訪れよう。
北条地区の観光拠点となるこの施設は北条街づくり振興会によって運営されてお
り、北条地区の情報を得たり周辺地域の特産品を購入したりできる。また、明治末期に作られた蔵を利用した店舗も注目だ。一階のカフェでは、街づくり振興会と本学生の共同開発 生まれた「北条米スクリーム」を食べることができる。これは地元特産品の北条米を利用した、もちもちとした独特の食感を楽しめるアイスクリームだ。暖かい季節はもちろん こと 寒い時でも暖かい店内で溶かしながら食べる楽しみを味わえるだろう。　
岩崎屋を出たら、北条商
店街の雰囲気を感じながら東へ進んでみよ 商店街には昔ながらの土蔵が点在し、中には宮本家住宅や旧矢中家住宅など、国 登録文化財に登録されてい 建物も見ることができる。また途中には日本の道百選に選ばれている、筑波山神社
への参拝道「つくば道」の入り口と道標がある。　
商店街を進んだところに
ある八坂神社は、北条地区の氏神を祀る神社だ。神社前の三差路を右に進み 突き当たりの旧常陸北条駅跡から「つくばりんりんロード」に入る。つくばりんんロードは、かつて土浦市から桜川市までを結んでいた筑波鉄道が廃線となった跡を利用した自転車道だこのつくばり りんロードを左 （南東） の方向に進み、
帰路に着こう。道中の小田城跡を眺めな ら
20分ほど
進み、県道２００号（藤沢豊里線）を右（南西）へ
15
分ほど めば、大学に到着だ。　
今回紹介したルートの途
中には、さまざまな史跡や店もあり、綺麗な景色が見える場所もたく んある。街の案内板や北条商店街のサイト（
h
ttp
://w
w
w
.
tsu
k
u
b
a-h
o
jo
.jp
/ ）を活
用し、自分なりの「つくば再発見」 を楽しんでみよう。
昔ながらの生活を見
左折する。その後
20分ほ
ど直進すると、乗馬体験 できる牧場が目に入る。科学を感じさせない、日常的でのどかな風景。だが ここがサイエンス大通りだ。費やした時間はおよそ
40分といった
ところ。 大きな坂道もなく、それほど疲れずにたどり着くことができた。右折をすると科学万博記念公園に、左折をする 「ラーメン街
道」 に着く。 「ラーメン街道」の響きにも惹かれるが、時間はお昼前。空腹でもないため、科学万博記念公園へ向け、再び自転車をこぐことにし 。　
自転車をこぐこと
10分ほ
どする 科学万博記念公園にたどり着いた。そこで私を出迎えたのが科学の門だ。科学の門は一見すると無数の鉄球が吊 下げられたただのオブジェ。だがる方向を変えると、科学の発展に寄与した４人の偉人の顔が浮かび上がる。そ４人が誰かは実際に足 運び、確かめてもらいたい　
公園でくつろいでいると
ラーメンから見たつくば史
の旅
自転車でめぐる
「つくば再発見」
不意に空腹が訪れた。サイエンス大通りのもうひとつの魅力、「ラーメン街道」へ足を運ぶしかない。来た道を戻り、再び牧場の前を過ぎていく。　
20分ほど自
転車をこぐと、「ラーメン街道」に着く。交通量の多いサイエンス大通りに面
し、駐車場が埋まっている店もある。自転車で来たのは正解だったかもしれない。今回は 「ラーメン街道」のルーツと言われる 「三水」に足を運んだ。　「三水」はサイエンス大通りで最も歴史の古いラー
メン屋で、
14年
前に開店したとい
う。早速食券を購入。待っていると、すぐにラーメンが出てきた。麺は中ぐらいの太さで、味はややこってりと言ったところだろうか。 「ＴＸがで てから娯楽施設が増え、それに伴いラーメン屋が増え 」 。 ラーメンを食べな ら店員 話していると、つくば市やサイエンス大通りの歴史に触れることもできる。空腹も手伝い、あっと う間にラーメンを平らげた。こってりとしているが、胃がもたれず、評価の高さの理由を感じるこ ができた。　
さて、満腹になり帰路に
着く。行きには気づかなかったが、研究所があちこちにある。田舎道に見えるが、サイエンス大通りには確かに科学が存在する。自転車をこぐと再び腹が空く。また「ラーメン街道」を訪れるか……。次はどのラーメンを食べようか。
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 本学にはさまざまな運動部やスポーツサークルがあ
辺には雑誌に載るほど有名なパン屋も多くあり、昼は公園で食べるのも１つの楽しみ方だ。　
また、洞峰公園には多く
の野生動物が生息している。洞峰沼には鴨が泳ぎ、ランニングコースでは飼い
主と共に犬が走る。バードウォッチングも楽しめるこの場所は、人間と動物の触れ合いの場でもある。　
洞峰公園の楽しみ方は人
それぞ だ。スポーツで汗を流すのも、自然 中ゆったりとした時間を過ご
すのもよい。友達と来ても１人で来ても、きっと充実した時間を楽しむことができるだろう。あなただけの楽しみ方を見つけに、晴れた日はお弁当を持って洞峰公園を訪れてみよ
　
筑波連山の最南端、筑波
キャンパスから直線距離で４ ・５㌔の位置には、宝篋（ほうきょう）山という山がある。筑波山は市の最北端に位置し、距離、標高と
　
すらりと水辺に佇立する
姿を一度は目にしたことがあるはず。つくばセンター周辺にも飛来し、科学の街に詩情を添える 従来コウノトリ目とされてきたが、遺伝子配列に基づく新 い系統分類 よると、むしろペリカンに近縁だ いう結果が出ている。身近な の鳥が、実はペリカン目。心ときめく話ではないだろうか。
（写真・文＝松尾恵梨子、
生物３年、 野生動物研究会）
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特定の物質
（メチル基）
結合
結合
 特定の物質（リン酸基や
メチル基など）
研究する「エピゲノム」 が、妊娠高血圧症候群の治療の鍵を握っている。　
エピゲノムとは何か。
その研究が生命の秘密とどう関係するのか、深水教授に聞いた。　
エピゲノムはＤＮＡと
同じく生物の設計に関係する。その正体は化学的な変化という現象だ。種類は２つある。 １つ目は、ＤＮＡのメチル化という変化。２つ目は、ヒストンというタンパク質に起こる変化だ 染色体 長い糸状のＤＮＡをヒストンが巻き取ってできている。　
この変化が私たちの体
の構成を変える。だが一生変化しないゲノム情報であるＤＮＡと異なり、エピゲノムは環境などからの刺激で柔軟に変化する。　
このエピゲノムがどの
ように妊娠高血圧症候群の治療法確立に関係して
いるのか──。深水教授らはその事実を偶然発見した。もともと血管系の研究をしており、その中でマウスにヒト 高血圧の遺伝子を入れる実験を行った。高血圧は酵素基質が反応して発病する。酵素と基質とは、例えば唾液の中に含まれる酵素アミラーゼが の炭水化物を分解するというような対応関係にあるもののことだ。　
まず雌マウスに酵素の
遺伝子を、雄マウスに基質の遺伝子を入れたところ、生まれた子どもは予想通り高血圧になって生まれた。しかし雌マウスに基質の遺伝子を、雄マウスに酵素の遺伝子を入れたところ、妊娠中に母親が高血圧 なり、生まれた子どもは死んでしまっ 。深水教授らが疑問に思い雌マウスの血圧を測ると、妊娠 進む連れて血圧が高くなっていた。
　
その後、母親マウスの
血管を取り出して調べると、妊娠前と比べて、ヒストンのエピゲノム情報が変化していた。　
これはエピゲノムに的
を絞った妊娠高 圧症候群の治療薬の探索や開発ができる可能性を示いる。
　
　
だが実用化に向けて
課題も多い まず、倫理的問題があ ヒトを研究対象とすることができないため、研究の確立が見込めない。次に技術的
な問題だ。妊娠高血圧症候群のマウスの子どもは死ぬため、また妊娠高血圧症候群のマウスを
作るのに長い時間が必要となる。　
深水教授は「治療法の
確立には相当 時間が必要だろう。だがいずれ私たちの基礎データが役立つ時が来るかもしれい」と語る。　
より安全な出産へ。生
命の神秘、誕生に関わるこの研究が多くの人を笑顔にする日も近いかもしれない。
（中島佳奈＝人
文学類）
より安全な出産の鍵に私たちの体を変える変化「エピゲノム」
もに敷居が高いのに対し、この山は高さ４６１㍍と、気軽に登ることができる。
50年ほど
前から人が入らなくなり荒れ山となっていたが、８年前に登山道が整備され、再び入れるようになった。ここでは宝篋山までの道と、その登山道を紹介する。　
宝篋山へ至る道はいくつ
かあるが、特につくばりんりんロードを経由するルートがおすすめだ。途中の広い田園地帯からは これから登る宝篋山の全体像を見渡すことができる。県道２００号線をつくばりんりんロードで左折し、県道
53
号線をくぐった先 小田の町だ。　
あるいはどこまでも畑が
広がる田舎道 気ままに走るなど、未知の道 開拓してもいいだろう。遠くに見える山頂の電波塔を目印にすれば小田にたどり着く。　
登山道入り口の小田休憩
所に自転車を停める。南側
から登るには小田城コースや常願寺コースというルートもあるが、特 お すめなのは極楽寺コースだ。このコースは水の流れに沿った道で、途中に小さな滝がいくつもあり、せせらぎに癒されながら頂上を目指すことができる。決してゆるい坂ではな が、危険なコースというわけでもない。家族連れや年配の登山者も多いため、学生に登れないことはないだろう。　
頂上から関東平野を眺め
ると、改めてその広大さに
気づかされる。天気にも左右されるが、空気の澄んだ冬の晴れた日には、 筑波山、富士山、都心のビル群、光の山々などが一望でき素晴らしいパノラマが広がる。夜景もきれいで、関東平野いっぱいの光 じゅうたんが美しい。　
ここでは手軽な登山コー
スを紹介した。本格的な冬
が到来する前に、簡単な登山の用意を整えて
登ってみてはどうだろうか。普段見 いるだけの筑波連山。実際に足を運んでみれば、いいリフレッシュになるにちがいない。
り、多くの人が豊富な運動施設で日々汗を流している。だが それらのサークルに所属してい いが、友達とスポーツを楽し
る。温水プールに野球場、人工芝のテニスコートにサッカーコート、バスケッ
利用することができる。また、洞峰沼の周囲は１周１０５０㍍のランニングコースになっており、日頃の運動不足の解消にもなるし、本格的なトレーニングもできる。　
スポーツで汗を流した後
は、洞峰公園 豊か 自然の中でゆったりとくつろいではどうだろうか。公園内の至る所に芝生やベンチなどのスペースがあり、寝転んだりお弁当を食べたりすることができ 。公園の周
接事務所を訪れれば数百円で施設
スポーツと癒やしを求めて
身近にある絶景スポット
意外と知らない
地元の名所
動物との触れ合いも楽しめる
???
?
????
?
図鑑筑
波
◇アオサギ◇
撮影地＝つくばエキスポセンター
ペデストリアンデッキ
全体マップ
りんり
ード
宝篋山
つくば
エキスポセンター
洞峰公園
科学万博
　記念公園
北条商店街
?
?
?
?
?
?
国道 125 号
県道
200 号
土浦
学園
線
つくば駅
研究学園駅
??????? ? ? ? ? ? ? ??
１
５
３
４
２
県道
53号
筑波実験植物園
学 園 東 大 通 り
学園
中央
通り みたいという人もいるだろう。そんな人にお勧めの場所がある。つくばセンターから自転車で南に
10分、洞
峰公園だ。　
洞峰公園にはさまざまな
スポーツ施設がそろってい
トボールにバレーボールを楽しめる体育館までもがそろう。体育館や野球場を団体利用する場合は事前の連絡が必要だが、温水プールやテニスコートを個人 少人数で利用する場合は、直
　
待望のわが子の出産。
幸せに包まれた夫婦に忍び寄る悪魔がいる。妊娠高血圧症候群だ。妊産婦の約１割が発症し、妊産婦の死亡の最大の要因だ。原因の解明や治療法は確立していない。だが深水昭吉教授（生環）
田園地帯から宝篋山を眺める
化学変化
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第
61回関東大学女子学生
バスケットボールリーグ戦が９月３日─
10月
23日にか
けて国立代々木競技場第二体育館（東京都渋谷区）などで行われた。本学は
12勝
２敗の成績を修め、 年ぶり
16回目の優勝を果たし
た。■女子　
今年度から新しくなった
ユニフォームを着て順調に勝ち進んだ。例年に比べ、安定したディフェンスで失点を防ぎ、各選手が偏 なく得点した。個人の技術だけでなく、チーム力で勝ち
に行った。昨年２敗した松蔭大との
10月８日の試合で
は、序盤から伊集南（体専３年） の活躍で勢いに乗り、終始リード。
72―
78の接戦
を制した。　
他の上位校とは異なり、
１学期は地震の影響により学内の体育館の使用が不可能な期間や、練習時間が短縮された期間もあった。 「近隣の学校や大学が練習場所を提供してくれた。協力がなければ、今回の優勝はなかった」と大高敏弘監督（体育・教授）は振り返る。５月の関東大学バスケットボール選手権では８位に終わり、悔しさを胸に夏は
12
日間連続合宿を行った。またＵ─
24女子代表に選出さ
れた天野佳代子（同４年） 、伊集の不在も、チームの成長に影響した。　
大高監督は、 「下位チー
ムとの試合でとりこぼしがなく、上位チームとは実力が伯仲した。インカレではオフェンスを強化して臨みたい」と話した。　
個人賞は以下の通り▽最
優秀選手賞＝天野佳代子▽優秀選手賞＝伊集南▽監督賞＝大高敏弘　　　　　
◇
■男子　
第
87回関東大学バスケッ
トボールリーグ戦が、９月
３日―
10月
30日にかけてつ
くばカピオ （つくば市竹園）などで開かれた。１部に所属し、春のトーナメントでは４位の成績を修め 本学は、８勝
10敗の５位でリー
グ戦を終えた。近年では最高の順位。　
吉田健司監督（体育・准
教授）は「最終週に主力がけがしてしまったが、ここ数年で一番の成績を修める
33 年ぶりに早稲田大に勝利
ラグビー　関東大学対抗戦
　
　
第
91回天皇杯全日本サッ
カー選手権の２回戦が
10月
８─
14日、全国各地で行わ
れた。４年ぶりに天皇杯に出場した本学は
10月
12日、
茨城県立カシマスタジアム（鹿嶋市）で昨年の優勝ク
ラブである鹿島アントラーズと対戦。 健闘したものの、０─２で敗れた。　
試合当初、赤崎秀平（体
専２年） を中心に攻め込む。鹿島を相手に試合を優位に進め、前半
23分にポスト直
撃のシュートを放つなど決定機を何度も作った。
　
しかし前半
33分、元日本
代表の田代有三に先制点を許してしまうと一転して防戦ムードに。前半
38分にＵ
─
22の大迫勇也に２点目を
許すなど、鹿島 一方的に攻め込まれてしまう その後も反撃に転じることが出来ず、チャンスを作れないまま前半を終えた。　
後半、瀬沼優司（同３
年）を投入するなどして、試合の流れを変えようと試みる。しかし、選手層の厚い鹿島は後半
21分に興
こうろき
梠慎
三、後半
34分に本山雅志が
出場するなど地力 違い見せつけ 試合を優位に進めた。本学はボールを支配され続け、苦し 展開だったが、石神幸征（同４年）が豊富な運動量を生かした守備でピンチを何度も救った。石神の活躍もあり 後半を無失点に抑えた のの、反撃及ばず、０─２で敗戦した。
　
試合後、カシマスタジア
ムを訪れた多くの関係者から拍手を受け、健闘を称えられた。　　　　　
◇
　
第
85回関東サッカーリー
グ後期日程が、９月９─
12
月４日に行われている。本学は
10月
28日現在、前期の
結果と合わせて、首位を走るなど好調をキープしている。　
後期日程初戦の青山学院
大戦こそ無得点で、引き分けに終わったが、その後の３戦では８得点と攻撃面で
　
全日本学生柔道体重別選
手権大会及び、全日本学生女子柔道選手権大会が
10月
８、 ９日に日本武道館（東京都千代田区） で行われた。本学からは、男子が
10人、
女子は７人が出場した。そのうち、男子は
66㌔級の小
倉武蔵 （体専４年） が優勝、１００㌔級で金子亮平（同
３年）が３位に、女子は
48
㌔級で遠藤宏美（同１年）が優勝、
57㌔級で武井嘉恵
（同３年） 、
78㌔級で菅原歩
巴 （同２年） ３位に輝いた。　
小倉は決勝で高上智史
（日本体育大）と戦った。互いに技をかけるもなかなか決まらず、延長戦にもつれるかと思われた。しかし小倉がタイミングよい足払いを決め技あり。そのまま抑えこんで合わせ一本をとって３度目の優勝を果たした。　
遠藤は決勝で、塚原唯有
（環太平洋大）と戦い、背
負い投げで一本勝ちを決め、優勝した。　
柔道部の増地克之監督
（体育・講師）は「全体的に見るとしっかり自分の柔道をできた人とできなかった人に分かれ 。小倉は昨年負けてしまったこと、後輩の森下が活躍 ていることで、何としても勝ちたい 思っ ことが優勝につながった 思う。遠藤は先月の大会で勝 て当然と思ってい 負けてしまい、今回は思い切 て挑戦者として臨んだ がよかったのでは」 大会を振り返った。 「とにかく自分ちの課題を一つひとつクリアし、追い込んだ稽古をするしかない」と今後の課題について語った。
体
操
た。 若干のミスもあったが、結果を残せたことに満足している。来年の世界選手権では競技人生の集大成を見せられるようにしたい」語った。　
体操部顧問の本谷聡監督
（体育・講師）は「今夏までのフランス留学のさまざまな経験の成果が、競技結果に表れているようだ 諏訪部は自身 長所を良く理解し、それを最大限生かした演技をしている。それが世界チャンピオン、全日本３連覇という良い結果につながったのだと思う」と語った。
他チームを圧倒している。特に赤崎は
10月
15日の国士
舘大戦で２アシスト、
10月
22日の順天堂大戦でハット
トリックを達成するなど、攻撃の要として活躍している。　
個人成績でも前期の結果
と合わせて、赤崎が得点ラ
ことが出来た。ただ１対１で弱いので、残りの４人の動きも含め、確認していきたい」と話した。
11月
21日
から始まるインカレでは優勝を目指す。
ンキング２位、上村岬（同２年）がアシストランキング２位と上位につけるなど、好調だ。　
後期の結果は以下の通
り。▽筑大０─０青学大▽筑大２─１駒大▽筑大３─２国士舘大 ３ １順大
小倉武蔵
ケーズデンキスタジアム
水戸で行われた関東大学対
抗戦で、本学が１９７８年以来
33年ぶりに早稲田大学
に勝利した。関東大学対抗戦は９月
10日から始まって
おり、これまでに昨年３位の明治大学には敗れたが、早稲田大学（昨年１位） 、慶應義塾大学（同２位） 、
成蹊大学（同６位）に勝利し、
10月
30日現在、３勝１
敗で暫定３位。早稲田大と慶應義塾大両校に勝利したのは、史上初。　
本学は堅い防御で早稲田
大を圧倒し 試合開始から５分で松下彰吾 （体専２年）が先制点 あげた。７人制ラグビーの日本代表に選出された
11番竹中祥（同１
年）と
14番彦坂匡克（同３
年）の両ウイングの活躍も光り、前半が終わった時点で
18─０。早稲田大の攻撃
をタックルで押し返し、後半
15分で点を取られるも、
21─７で勝利した。
　
大学ラグビーの頂点に立
つ早稲田大と慶應義塾大を破るという快挙 成し遂げた理由について、古川拓生
監督（体育）は「メンタル面が強くなった。勝ちを信じる気持ちが、選手一人ひとりを成長させた」と話した。昨シーズンは両校を含む上位校には敗れていた。だが、多くは接戦であり、勝利へはあと一歩のところまで近づくことができていた。古川監督 、主将の村上大記（体専４年） 副将
の中川克信 （同） の強いリーダーシップのもと練習を重ねた結果、上位校を上回ることができたと分析する。課題点であっ 反則プレーからの失点も、 「規律を守る」 という意識のもと、 チームで一丸 なって改善してきた。　
古川監督は「スクラムの
強化など課題点はまだある
が、規律を守るプレーができれば、筑波大のディフェンスが崩れることはない」と自信を見せ 。早稲田大は大学対抗戦では過去
34回
優勝し、今年３連覇を目指しているラグビーの伝統校。今回の勝利を契機に、これからの試合展開と大学選手権出場にも大きな期待がかかる。
早慶を破るのは史上初近年最高の５位に
震災乗り越え優勝
関東大学バスケットボールリーグ戦
リーグ戦は首位と好調
鹿島に健闘も れる天皇杯・リーグ戦
遠藤が優勝果たす
小倉が３度目の優勝
全日本学生選手権大会男子
女子
　
第
28回全日本エアロビッ
ク選手権大会が
10月
31日に
東京武道館 （東京都渋谷区）で開催され、体操部の諏訪部和也選手（体育２年）が男子シングル、ペアの２種目で優勝を果たした。この優勝で諏訪部はシングルで３連覇という大会初の快挙を成し遂げ、今シーズンのワールドチャンピオンの実力を見せつけた。　
諏訪部は 「全日本３連覇、
世界選手権への出場権うプレッシャーがかかる中、自分らしい演技ができ
早稲田大の突破を阻む本学選手（写真提供＝ＴＳＡ武田）
ドリブルする伊集（写真提供＝ＴＳＡ）
鹿島の選手を抜く谷口彰悟（体専２年）
男子
女子
シングル３連覇は大会初
諏訪部が２種目で優勝エアロビック選手権大会
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第
24回六大学対抗陸上競
技選手権が、
10月１日に本
学陸上競技場で開催された。この大会は、本学、順
天堂大学、日本大学、東海大学、日本体育大学、中京大学の男子選手が競う 会で、大学トップレベルの戦いが繰り広げられた。　
三段跳で松下翔一（体専
４年）が
16㍍
05で優勝し優
秀選手賞を受賞したほか、４００㍍で佐藤慧太郎（同さに有終の美を飾る形となった。　
また、鍋山隆弘監督（体
育・准教授）は「キャプテンの村上は仲間の気持ち引き締め、自身も良い試合をしていた」と村上の健闘をたたえるとともに、 「他の４年生も一丸 なって引っ張ってきた結果だ。前回の大会後から毎朝地稽古をしてきたことも一つの勝因だろう」と試合 振り返った。　
次の大きな試合は
11月
20
日に行われる新人戦。去年に続き、２連覇 目指す。
の顔
松下が優秀選手賞に高橋が関東学生新記録
　
第
59回全日本学生剣道優
勝大会が
10月
23日、日本武
道館（東京都千代田区）で行われ、本学 ９年ぶり
10 
回目の優 を果たした。前回の関東学生剣道優勝大会では思わしくない結 だっただけに、選手の喜びもひとしおだ。　
３回戦では前大会で敗れ
た日本体育大と対戦。１対１の引き分けから大将戦となり、 村上雷多（体専４年）
が小手を２本決めて準決勝へつなげた。準決勝では早稲田大との代表選で村上が小手を決め勝利。続くでは中央大と対戦し、一進一退の引き分けのまま代表戦に。短時間で村上が小手を決め、優勝を勝ち取った。 「相手が返し胴のうまい選手だったことから、監督との戦略で、小手で攻めると決めていた。優勝したときには実感はわかなかったが、ほっ し 」と村上は話す。
　
しかし６回裏に一点を追
加し、勝ち越しに成功。続く７回も相手の失策で出塁した大島建（同４年）が足を生かし３塁に進み、チャンスを作る。このチャンスに星野健太郎（同３年）が適時打を放ち、追加点を挙げた。　
８回からは宮谷陽介（同
２年）が登板。無失点に抑え、３─１で勝利した。武蔵大から今季２点目となる勝ち点を挙げ、２部降格の危機を免れた。 は投打の噛み合わない試合が多く、苦戦を強いられた来季の巻き返しに期待したい。
　
今回の試合は、４年生の
村上、前了斗（同） 、神田智浩（同）にとっては引退試合でもあった。前は「集大成としていい結果が残せた。自分の調子は良くはなかったが、自分が出来ることをしようと思い、全体の流れを作ることを意識た」 、神田は「思い切っ全部出し切ったつもり。選手になれない４年生もいたが、全員で団結でき 。監督への恩返しにもな と思う」とそれぞ 語り、ま
六大学対抗陸上競技選手権
強豪校破り総合優勝
て行う耐久競技だ。なかでも椿が専門とするのはスイム１ ・５㌔、バイク
40㌔、ラン
10㌔、合計
51・５㌔というレース距
離の大会。９月のアジア選手権も同じレース距離の大会で、スイムはトップ集団から遅れて通過したが、バイクでトップ集団に追いつき、そのまま得意のランにつなげ優勝を手にした。　「大会での集中力がすごい。通常の練習の１２０％の力を出せる」 。中学時代から彼が所属する宇都宮村上塾の村上晃史コーチも椿の勝負強さを評価る。 村上コーチによると、
強さだけではない。競技をするなかで尽きることのない課題、その課題と積極的に向き合う彼の姿勢が強さでもある。課題が生じるほど、彼のトライアスロンへ 情熱も増 椿は昨年の秋から世界レベルの練習が出来ていない。にもかかわらず、今年６月の２０１１ＮＴＴトライアスロンジャパンカップでの優勝をはじめ、多くの大会で順調に成績を修めてきた　
だが、椿の強みは勝負
していく。　
休日の過ごし方を聞く
と「疲れをとるために家に引きこもるこ が多い。大会の手続きなど事務的なこともやる」と、どこまでもトライアスロンに対して真面目だ。　「トライアスロンは自
椿浩平 （体専２年）
トライアスロン五輪有力候補
勝負強さと挑戦心で世界へ
攻撃で奮闘し３位
連敗を重ね５位
最後の試合で優勝とＭＶＰを獲ることができてうれしい。五輪標準記録も手の届くところにあるので，ロンドン五輪へ出場できるよう来季も最高のジャンプをしたい」と語った　
その他の優勝者は以下の
通り。▽１１０㍍Ｈ・大室
秀樹（同３年）＝（
13秒
89）▽１５００㍍・中村康
宏（同）＝ ３分
52秒
98）
▽５０００㍍ ・ 丹治史弥 （同４年）＝
14分
23秒
99）▽
円盤投・小野真弘（同）＝（
51㍍
14）▽４×１００㍍
リレー・筑波大＝（
40秒
55） ▽４×４００㍍リレー ・
　
本学のオリンピック代
表候補の１人にトライアスロンの椿浩平（体専２年）がいる。９月
24、
25
日に台湾のイーランで行われた２０１１年アジアトライアスロン選手権では、
23歳以下男子の部門
見事優勝を果たした。　
ジュニア時代から負け
なしといわれ、アジ の舞台でも名が知られている。身長１７０㌢の細身の体つきからは想像できないここ一番のレースでの勝負強さを武器に、ジュニア時代から数々の功績を修めてきた　
トライアスロンはスイ
ム、バイク（自転車） 、ランをこの順番 連続し
秋季関東大学リーグ戦
（同） 、近藤、柳澤純太（同２年） 、 佐藤が出場した４×４００㍍リレーは本学が制し、選手層の厚さを見せ付けた。総合では１７８ ・５点を獲得した本学が優勝した。　
優秀選手賞を受賞した松
下は、 「桐の葉を背負った
女子
男子
た作戦はスクイズ。甲津賢人（同）が見事に決め、先制点を挙げた。　
先発の久保貴大 （同４年）
は５回まで無得点に抑えたが、６回に突如乱れる 安打と犠打でランナーを２塁に進められると、ピンチを抑えきれず 同点となる適時打を許してしまう。
３年）が
47秒
38で、１００
㍍の村吉星児（同２年）が
10秒
73でそれぞれ優勝を果
たすなど、多数の入賞者を出し 。また 、近藤崇裕（同） 、本吉隆（工シス３年） 、馬場和樹（体専１年）が 場した４×１００㍍リレー、加藤誠也
　
９月から行われていた
２０１１年度秋季関東大学バレーボールリーグ戦が、
10月
16日に終了した。女子
は
10勝１敗の３位、男子は
６勝５敗の５位で全日程を終えた。  女子は、
10月２日の日体
大戦をきっかけに試合の組み立て方が向上した。 第１ ・第２セットは、 野末夏子 （体専４年） 、彌永衣利（同３年） が攻撃面で奮闘し が、守備にミスが目 ち、
22―
25、
20―
25と続けて落とし
た。しかし、第３セットでは試合の流れを引き寄せ
25
―
20で、第４セットも、攻
撃面でミスが目立ったが序盤で大量に得点し、
25―
18
でセットを奪っ 勝利をかけた第５セットは、序盤は劣勢だったものの中盤から追い上げ
15―
12で勝利、
セットカウント３―２で日本体育大に勝利し 。  中西康己監督（体育・准
教授）は「夏以降、守備の力は上がったが、まだまだ安定感に欠ける。
12月の全
日本インカレに向け、守備
から攻撃へとつなげるパターンを増やしていきたい」と話した。  男子は、リーグ戦序盤に
４連勝し、上位 キープしていたものの、 出耒田敬 （体専２年）の故障をきっかけにチームの調子が下がり始め、連敗が目立つようになった。また、体力やコンディショニングにも課題残るリーグ戦となった。　
都澤凡夫監督（体育・教
授）は「全日本インカレ向けて、チームとして安定した力を発揮し、負けにくいチームを作る必要がある。その めに 全日本インカレまでの今後１カ月間でディフェンス力 強化していきたい」と語った。
　
平塚球場（神奈川県平塚
市）などで９月
10日から行
われていた首都大学野球秋
季リーグ戦が、
10月
24日に
終了した。本学は４勝８敗で５位に終わった。　
２部降格の危機もあった
今季。土浦市営球場（土浦
市）で行われた武蔵大戦は落とせない試合となった。１勝１敗で迎えた
10月
10日
の第３回戦。 ２回裏本学は、先頭打者の松浦昌平（体専２年）が安打で出塁。内野ゴロと川本真也（同）の安打の間に松浦が３塁に進む。このチャンスに川村卓監督 （体育 ・ 准教授） が取っ
分の力を出しきるチャンスを多くもらえる競技」と椿は話す。昔は得意なラ でトップになりたいという気持ちもあったが、今は だけの選手にはなりたくないという。 「スイム バイクも攻めて攻めて攻めぬき、全ての種目で上位に
なりたい。３種目が合わさった１つの競技としてのトライアスロンを勝負したいと思えるようになってきた」と語る。　
椿の今の課題はトータ
ルのスタミナだけでなくトップスピードをのばすこと。練習では、短 距離でもいいから目標のスピードを出すことを意識し、自分の出せる限界をどれだけ出せるかに挑戦する。トライアスロンは鉄人レースといわれ 長距離競技だが、短距離練習が鍵になるようだ。　「５年後のブラジルリオデジャネイロオリンピックに自分の１つの節目をもっていきたい。そのために リンピックがどんなものかを見にロンドンに出 い」 。椿の目は既にロンドン 次据えている。　トライアスロンといえ
ば椿浩平、そんな時代が来ることに期待したい（井上祐貴＝地球学類）
　　　　　
◇
　
第
51回実業団・学生対抗
陸上競技大会が、
10月
15日
に平塚競技場（神奈川県平塚市）で開催された。　
女子円盤投の高橋亜弓
（体専４年）が
52㍍
87の関
東学生新記録で優勝を果た
したほか、男子８００㍍では中村康宏（同３年）が１分
50秒
43で優勝した。
　
そのほか、男子三段跳で
伊藤太一（同２年）が
16㍍
08で３位、 真下まなみ（同）
が女子８００㍍で２分
07秒
41で２位に入るなど、６人
入賞した
降格免れるも５位
投打噛み合わず
秋季リーグ戦
実業団・
学生対抗
スパイクを放つ彌永（日本体育大戦）
三段跳で３位の米澤宏明（体専１年）
全日本学生剣道優勝大会??????????
筑波大＝（３分
10秒
75）
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シアとポーランドの間に位置する国で、旧ソ連構成国の１つです。旧ソ連構成国の中ではロシアに次いでロシア語が広く使われている であり、かつロシアと比べはるかに治安が良く、学費も良心的であるため、さまざまな国からロシア語留 を目的とする学生が集まっている国でもあります。私が現地で出会った留学生たちの国籍は、中国・韓国・ベトナム・マレーシア・トルコ・イラン・カナダ・スペイン・イタリア・ドイツ ポーランド・スロヴァキアと実に多様でした。
　
しかし、そういった
ニュースだけではこの国の魅力は見えてきません。例えば、ほとんど知られていませんが、ベラルーシには世界遺産が３つもあります。滞在中は私も週末を利用してそのうちの２つ、ミール城とニャースヴィシュ城へ現地で仲良くなったベラルーシ人の友人たちと行ってきました。赤レンガがかわいらしい中世の城、ミー 城を臨む湖畔でピクニックをしたり、改修中のニャースヴィシュ城をこっそり見せてもらったりしたことは忘れられない思い出になました。　
そんな中、現地での生
活で私が一番気に入った
　
ところで「ベラルー
シ」といわれて、皆さんの頭に浮かぶのはどんなイメージでしょうか？
 
かつて「白ロシア」と呼ばれていたこの国が日本で話題となる は、大体２パターンに限られています。それはチェルノブイリ原発事故の被害に関する話題か「欧州最後の独裁者」の異名をとる某大統領の話題。もちろん新聞を毎日隅々 で読んでいる方はこ 国がつい最近までロシアとの国家統合を目指していたことや、現在深刻な経済危機に陥っていることもご存知かもしれません。
のは、ベラルーシの人々の親しい人との時間の過ごし方でした。 彼らと 「週末にどこか行こう」と約束すると、待ち合わせ場所で落ち合った後た ていは市内の公園へ出かけます。そしてその公園をただ散歩しながらお互いのことをひたすら語らうのです。一見無為にも見える彼らの時間の過ご方は、 「何をするか」よりも「一緒にいること」を何よりも大事にしていたのだと後から気付きました。つい 「何をするか」に縛られてしまう日本人の私にとってこうした時間の過ご 方はとても新鮮でかけがえのないひ時になりました。　
フランスで活躍した有
?
ベラルーシ国立大学
清沢紫織
一緒にいることの大切さ　この夏、私は猛暑の日本を逃れ、はるばるベラルーシ共和国のミンスクにあるベラルーシ国立大学で開催されるロシア語のサマースクールに参加してきました。シはバルト三国の南、ロ
ミール城で現地の友達と（右が清沢さん）
　
本学生が主体となって
つくる新しい祭「ふるさとつくばゆいまつり」が、２０１２年３月
10日につく
ば市内で開催される。開催場所は未定だが、地域の企業などが出店したりライブイベントを行ったりす 予定だ。　
祭のコンセプトは「つな
がりをつくる」 。そのコンセプトの通り、ゆいまつりの「ゆい」は「結う」から名前を取っている。ゆいまつりで作られたつながりは祭が行われている時だけではなく、祭が終わ 後も続いていくようなつなであってほしい、という意味が込められている。　
つくば市には大学生や研
究者、地域住民など多種多様のコミュニティが点在しているが、それぞれのコミュニティ同士のつながりは薄いと言われている。それらのコミュニティをゆいまつりに集めることで、新しいつながりを作っていくことがこの祭 目的だ。実行員会事務局長の船山裕貴さん（社学３年）は「つくばで生まれ育った人にとっても、就学や研究などでつくば市に引っ越してきにとっ 『つくば市はふるさとである』という故郷意識があるはず。その意識を集め ことがコミュニティ形成のきっかけになれば」と船山さんは話す。　
来年３月にまずは第１回
を開催し、その後も毎年開催していく予定だ。ゆくゆくはつくば市などと提携していき、市の年間行事 １
つにするのが目標。 「大学生にとってつくば市は一時的な生活地域だから、何かしらの機会がないと帰ってこようとは思わない人が多い。だか ゆいまつりがそのきっかけになれるようにしたい」と船山さんは語った。
　
　
本学の学生団体ＷｅＭ
（ウェム）による企画で、６月からレシピコンテストが実施されていた「つくば丼」が、
10月８―
10日に行
われた学園祭で決まっ 。　
つくば丼は本学の佐藤純
講師 （人間） と学生らが 「くさんの人を巻き込み、つくば市の新しいグルメを作る」というコンセプトのもと企画した。
　
コンテストには
57点の応
募があり、つくばらしさやオリジナル性、低コストで作れるかどうかなどを基準に「パンの街つくばの『パンどん♪』 」 、 「豚肉のブルーベリー煮込み丼 など３点を選出。学園祭で 試食販売と投票により、 「つくば」の語呂合わせでつくね、黒ゴマ、バターを使用した「つくねと野菜のヘルシー
丼」 がグランプリとなった。　
選ばれたつくば丼は、今
後商品化が進められる予定。学食や大学周辺の飲食店での販売を目指すほか、フリーペーパーのような形で市内を中心にレシピを配布すること 検討している。 またイベントも行われ、
11月６日に「つくば丼と世
名な画家、シャガールの出身は実はベラルーシだということはご存知でしょうか？彼の作品を注意深く見てみると、故郷であるベラルーシの風景が随所に描かれています。彼は遠く離 たフラ
ンスからこの国の不思議な魅力に惹かれ続けていたのです。ベラルーシは決して華やかな国ではありませんが、どこ 人を引きつける不思議な魅力的をもった国です。
（国
地１年）
界の丼を食べちゃおう！」を開催。参加者がつ ば丼と留学生それぞれの母国の丼を作って食べた　
代表の飯尾充栄子さん
（心理４年）は「つくばの新しいグルメを作る、たくさんの人を巻き込む、というコンセプトのほか、学生としてわくわくするこ も
　
本学のＯＢ・ＯＧと在
学生の交流を目的とした「キャリア支援懇談会」が、９月
30日に共同利用棟Ａで
行われた。三井住友銀行やＪＡＬなどのさまざまな業界から訪 た
31人のメ
ンターとの対話を目的に１００人近くの学生が集まった。　
今回の懇親会は社会学類
のメンター・メンティシステムの一環として行われた。メンター・メンティシステムとは、 在学生とＯＢ ・ＯＧの縦のつながりを作る
ことを目的とするもの。１年生であるメンティに、上級生やＯＢ・ＯＧであ メンターが大学生活や就職についてのさまざまな助言や支援をするというシステムだ。　
交流会は４つの教室を
使って行われ、学生は自身が興味のある業界のブースに分かれ、話を聞くという形式で行われた。扶桑社冨田健太郎さん（平成元年度社会学類卒）のブースでは、自身が扶桑社に入ったきっかけや、自分の望む分
野の企業に就職するためにはどのような就職活動を行うべきかなどの話が行われていた。また、本学ＯＢやＯＧだけに限らず、学園手造りハムの会やオークラフロンティアホテルなどのつ
くば市内の企業や、並木中等教育学校や竹園高等学校などの教育機関からもメンターが招待され、参加者は進路相談や自身のキャリア決定について質問していた。
　
大切にして活動してきた。値段などは指定せず、お店ごとに自由 広く発信してもらえるよう たい」と話した。
　
第
35回秋季スポーツデー
が
10月
22、
23日に体芸エリ
アを中心とした学内
18カ所
の会場で行われ、今年も多くの学生・職員が汗を流した。初日の土曜日はあいにくの悪天候 ため、サッカーやテニスなど屋外で行われる種目を順延したが、２日目の日曜日は天候に恵まれ、絶好のスポーツ 和となった。　
今回の１つの目玉は、今
回始めて行われた、学生委員会企画の缶蹴りだ 各チームが自陣の缶を守りつつ、敵の缶を蹴るチーム制のもので、缶を倒したり敵チームを捕まえたりす と自分のチームにポイントが入る。
50分の制限時間内に
最も多くのポイントを稼いだチームが優勝だ。午前の
部で優勝した「凛としてばなな」は医学硬式庭球部のメンバー 構成されたチーム。リーダーのばななと名乗る女子学生は「テニスで培ったチームワ クを活かすことができ、練習の成果
を出すことが出来た。いい仲間が集まって良かっ 」と話した。　
伝統種目の駅伝も盛り上
がった。学内のループ道を一部通行止めにし、北は一ノ矢から南は医 エリア
でをたすきでつなぐ。男子は５区間
22・
83キロメート
ル、女子は４区間
14・
42キ
ロメートル、男女などの制限のないミニ部門は３区間
11・
89キロメートルの距離
を走る。男子の部で優勝したチーム「ただのつくマラ受講生」でアンカーを務めた石嶋秀敏さん （ＣＳ１年）は、 「つくばマラソ の受講生を呼びかけてチームを作り、１カ月前から週に１度集まって練習した。昨年このチームで優勝した際に『来年も優勝しよう』と目標を立てたので、その目標が達成できてうれしい。つくばマラソン本番も頑張りたい
 」と話した。
　
スポーツデーを終え、学
生委員会委員長の木暮聖太さん（物理３年）は「特に大きな問題もな 終わることができて良かった。今後ももっと多くの方に参加していただき、スポデーの熱さを感じてもらいたい」と話した。　
参加した佐久間諒子さ
ん（比文３年）は「いろいろな職種の方から話が聞けて、これからの就職活動に向けてのヒントが得られた。自分 やりたいことを見つける参考に った」と話した。また、購買戦略研究所サブマネージャーであり社会学類ＯＧである岸本まりさん（平成
22年度国共
卒）は「最近の大学生はライフプランなどを考えていて、とても意識が高いと感じる。だが同時に、昨今の就職活動は 厳しいものになっ いるように感じた。自分の大学時代を振返ることもでき 自分にとっても有意義な会になった」と語った。
つくば丼
  誕生
学園祭での投票で
31人の卒業生と対話
進路考える機会に
キャリア支援懇談会
（ベラルーシ）
ロシア語サマースクール来年３月に開 決定
地域とのつながり作る
ふるさとつくばゆいまつり
メンターの話に聞き入る学生（右）
初種目の缶蹴りが盛況
多くの学生が汗流す
第
35回秋季スポーツ・デー
グランプリの「つくねと野菜のヘルシー丼」
ゴールテープを切る石嶋さん
「
」
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テーマは「いぶき」
　
東日本大震災の発生を受け開催の自粛も考慮された学園祭が、
10月８―
10日に開催
された。今年のテーマは「いぶき」 。震災を経て本学と学生に息吹いたものや想いを感じてほしいという思いが込められた。
（中島佳奈＝人文学類、小川玲、ジョン・ジニ、
原啓一郎＝社会学類、倉沢美紀、根津彩香＝国際総合学類、中島光夫＝情報科学類）
学内研究企画数増える
第 37 回
雙 峰 祭
農業を肌で
　
５Ｃ棟方面から平砂学
生宿舎側へペデストリアンデッキを下り、横断歩道を渡ると、空き地に木の看板が掲げてある。よく見ると、そこには畑があり、にぎやかに耕している人がい 。今回私が訪れた「とんぴくりん」の風景だ。　
とんぴくりんは、先に
挙げた空き地や天の川ある花壇に、野菜などを植える活動をしているメンバーは
10人前後で、
活動頻度は人によってさまざまだ。私が同行した日には３人のメンバーが集まっていた。この日の
活動は、看板のニス塗りと、ナスと大豆の収穫、そして、空き地の雑草を業者が機械で刈り取る中、鎌を使った草刈り。活動内容はその場で決まる。思いつい
た人が始め、残りの２人が一緒に動く。 そこには、決められた「枠」は一切なかった。　
メンバーのほとんど
は、生物資源学類の学生だ。彼らは学類の農業実習に疑問を持っている実習に関わらない部分はすべてが準備されていて、創造性がない。そこで、すべてを自分たちで考え、農業を肌で「感じる」機会を作り、そして発信したいと思い、昨年６月に立ち上げたのがとんぴくりんである。　
茨城弁で「常識外れ」
を意味するとんぴくり
ん。先輩・後輩の枠を取り払うため、敬語は使わず、呼び合う際には「畑ネーム」という呼び名を用いる。特徴的な制度だが、 今年入った「パセリ」こと中川沙羅葉さん（生資１年）も「敬語によって必要のない壁を感じることがないのでい 」と
◆院生プレゼンバトル（学内研究企画）
　
　
今年初めての企画、大学
院生学際 究フォーラム（院生プレゼンバトル）が
10月９日に開催された。選
考予選を勝ち抜いた大学院生５人が「異分野の人にわかりやすく、研究の魅力を伝える」プレゼンテーションの技術を競う企画で、山田信博学長ら招待審査員、高校生、当日来場者が採点に参加した。　
出場者は「メチル水銀毒
性リスクの軽減」 、 「漢字変換誤りの自動訂正」などの研究を発表。優勝と高校生賞を獲得した は「情報デザイン」をテーマに発表した埴生孝慈さん （図情１年）で、聞き手 引き込むプレゼン技術が評価された。企画団体のＴＧＮ（つくば院生ネットワーク）代表の石田尚さん （社シス２年） は、本学の学術的な風土を生かす学園祭企画の少なさに問題意識を持ち、学研企画の増加に尽力した。 「プレゼ
なっている言葉を書いて松美池を走った。　
本戦は学生がレディー・
ガガや市川海老蔵など今年話題となった有名人にふんして登場、観客の歓声を浴びた。学生ごとに洗濯機を持って走ったり 玉ねぎを食べてから走ったりするハンデがあり、会場の笑いを誘った。今年の松美記念について代表の高橋完爾さん（社学３年）は「１年生がさまざまなアイ アを考案してくれたので、より面白い企画ができた」 と話した。
好意的だ。　
また、次回のミーティ
ングの日時は、ミーティングの最後に決める。役職はなく、 「全員が代表」という気持ちを一人ひとりが持っている。活動日や活動内容も人それぞれ。すべては彼らの思う
後夜祭オープニングセレモニーの様子
ブロック塀の段差を上る「かぶとむし」
◆松美記念 （松美ステージ）　
社会学類学生有志が主催
する松美記念が
10月９日に
行われた。第一エリアにある松美池の中を学生が走り、その着順を競うイベントだ。　
松美記念では１年生によ
る新人戦と２、 ３年を 心とする本 の つのレースがある。 の選手は白いＴシャツに「節電」 、 「今、一つになる時」など話題に
　
本年度は学内研究企画数
が前年度に比べ
31から
45へ
増加。来場者は、模擬店やステージ企画のほかにスパコン見学ツアー、研究室見学など、学園都市の中核に位置する本学らしい企画を楽しんだ。学園祭の頂点に立つ企画を決める「雙峰祭グランプリ」 、 ミスコン「ＴＳＵＫＵＢＡＮ
　
ＢＥＡＵ
ＴＹ」 、 「お笑いライブ」で盛り上がった後夜祭の最後を飾ったのは、打ち上げ花火。昨年に引き続き土浦全
がまま。 とんぴくりんに、枠はない。　
草むしりをしている
と、横で 自転車をこぐ学生たちが、ちらっとこっちを見ては過ぎ去っていく。 「すでに気になる存在ではあるらしいんです。これが、もっと人が入りやす ような、面白い存在になったらいいなぁ」と、 「染井染吾郎」こと高田結希さん（同４年）はいき きと語る。　
彼らの活動は、畑や花
壇の中にとどまらない。
12月には、芸術専門学群
の学生有志が行って るアスレチックガーデンプロジェクト（ＡＧＰ）とともに、カフェを開く予定だ（５面に関連記事）
。
とんぴくりんとしては、「生産を感じる『食』を提供したい」 いう想いがある。ゆくゆ は、彼らの畑で作っ 野菜を出したいと考えている。　
枠を取り払い、自らの
手で道を切り開くとんぴくりん。畑を見つめ 彼らの目は、常に輝 ている。
（森田聡＝社会工学
類）
ンバトルは 『発信する能力』を競う。院生らが出場を目指す企画になることを目指して、今後も開催を続けたい」と話した。
　
◆ソーラークッカー（体芸エリア）　
パラボラアンテナのよう
な形をした銀色の道具の真ん中で、フライパンの上のブラウニーが湯気を立てて
◆ロボットコンテス （学研企画）　
３Ｌ棟前で「つくばロボ
ットコンテスト の決勝戦が行われた。工学システム学類開講の同名の授業の一環で、今年で
20年目となる
同大会では、計８チームの自立走行ロボットが出場した。　
今年のテーマは「凸凹街
道」 。全長約
20㍍のコース
内に設置されたブロック塀の段差を乗り越え、コースアウトすることなく走破することが目標。レンガのすき間や日光の反射などがセンサーに影響を与え など、野外ならでは トラブルが発生し、参戦したロボットを苦しませた。　
性能を競うだけではなく
製作者がロボットの動作の仕組みを観客に説明し、観客同士で失敗の原因を分析する光景も見られた。　
優勝ロボット「かぶとむ
し」を製作したチーム「ビートルズ」のリーダー、朝倉靖成さん（工シス１年）
レース終了後に健闘を称え合う参加者
◆ゲイバー（体芸エリア）　
５Ｃ棟の一角が、怪しげ
なバーに姿を変えていた。長蛇の列の先にあるのは、芸術専門学群１年が主催する恒例のゲイバー。男子が思い思いの設定に基づいた女性にふんして接客する、有名企画の１つだ。　
薄暗い店内に入るや否
や、ゲイたちが熱い接客を行う姿が目に飛び込んでくる。テーブルではＯＬ姿のゲイがパフェを食べさせ、ステージでは髪 なびかながら、ゲイがピアニカとギターを演奏する。店内に入った時は引きつった表情を見せていた客たちも、ゲイたちの本気の接客に囲まれるうちにだんだんと笑顔を見せるようになっ 。　
20年以上続くとされる伝
統企画。主催者の清谷勇亮さん（芸専１年）は「準備は夏休みから始めた。プレッシャーがあったし大変だったが、大きな達成感がある」と厚いメイクを施した顔で笑いな ら語った。学園祭が終われば彼らは元の芸術男子に戻る。だが、彼らの心の中 は、ゲイと
国花火競技大会で優勝実績を持つ山﨑煙火製造所と本学サークル「花火研究会」の協力により実現した。　
今年は本学附属病院に入
院中の子供たちの絵をもとにした星やハート型の「ゆめ花火」 が打ち上げられた。企画には本学のサークル「賢謙楽学」が携わった。音楽に合わせて色とりどりの花火が打ち上げられるたび、会場からは拍手と歓声が沸き起こった。
して過ごした３日間の思い出がいつまでも残るだろう。
◆アーカイブ映像の表現研究（学研企画）　
図書館情報メディア系の
鈴木誠一郎教授の研究室が主催する「アーカイブ映像の表現研究」が、２Ａ３１３教室で開催された。  本企画では、現在では見
る機会が少なくなった８ミリフィルムなどの表現媒体が展示され、授業で学生が作成した映像が上映された。六本木ヒルズを撮影した
21枚の写真から学生それ
ぞれが
10枚を選び、ひとつ
映像に構成したものだ。訪れた人は、それぞれ異なる趣の作品を興味深そうに鑑賞してい 。
いた。 この道具は 「ソーラークッカー」と呼ばれ、太陽光だけで調理をすることが出来る。地球環境科学をキーワードに市民と研究機関をつなぐ団体「ジオネットつくば」のＯＢ ・ ＯＧが、ソーラークッカ を使って調理した食品を販売していた。　
フライパンに触ると、電
気やガスで調理する時と同じくらいの温かさだった。ブラウニーであれば１、 ２時間で焼き上がる まきなどの燃料を使わずに済むことから、発展途上国 の環境問題 解決にも役立つ。
それぞれの想い「息吹いた」
とんぴく ん
「感じる」
は、 「１年生だけのチームで苦労したが、ＴＡや先輩の協力、徹夜作業のおかげだ」と話した。担当教員の相山康道准教授（シス情）は、 「かなりしっかりと動く所まで持って来てくれた。来年もより良いアイディア、優れたロボットを期待する」と話した。
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　「つながりがつながりを呼び、ひょんなやり取りから感動が生まれる場所」へ――。筑波山参拝の門前町として江戸時代から栄えた、つくば市北条地区。古い土蔵や道標が残る街並みの中に、木造近 和風住宅「旧矢中邸」がたたずんでいた。北条出身で明治の実業家の矢中龍次郎氏が１９３８
文化財の価値守りながら活用
人とつながる空間を創る
NPO 法人「" 矢中の杜 " の守り人」理事長
早川公 さん（国際政経５年）
保存・活用活動に取り組む「旧矢中邸」と早川さん
年（昭和
13年）から
15年をかけ建設し
た矢中邸が持つ文化的価値を守り、生かそうと活動に取り組むのが、ＮＰＯ法人「 〝矢中の杜”の守り人」理事長、早川公さん（国際政経５年）だ。　「数値やデータでは測れない、人が生きる意味での経済」に興味があったという早川さんは、国際総合学類での
学群生時代から北条地区に関わり始め、大学院に進学してからは商店街での地域通貨の取り組みに関して修士論文をまとめた。北条商店街は、母の実家宮城県の田舎にある商店街を想起させる。学生組織「チームごじゃっぺ」を通して、共に町づくりに関わる仲間も増えた。そんな中で出会ったのが、特産品「北条米スクリーム」の開発仲間、井上美菜子さん（平成
22年度世界
遺産修了）が修復に関わり始 た「旧矢中邸」だった。矢中邸は矢中氏が開発した製品が多用され 「実験住宅」で、地元では昔から「矢中御殿」と呼ばれていた。内部は和洋折衷様式で当時のきらびやかな調度も多く残るしかし、早川さんらが活動を始める前は、敷地には植物が生い茂り、建物自体は廃虚同然だった。　
矢中邸が持つ文化財としての価値を
ないがしろにせず、活用していけたら――。そんな思いを大事にして活動に取り組んだ。遺産保存の専門知識を持
つ井上さんが、保存に関する多くを取り仕切り、 「立ち上げ屋」の早川さんが矢中邸で「何かやりたいという思いを実現させる」言わば両輪の関係。修復活動はまだ道半ばとは言え、今年７月には国の登録有形文化財の認定も受け、今では月に数日公開日を設け、来場者にガイドツアーを提供出来るまでになった。文化講座など幾つかのイベントも開催してきた。　
活動の一環、月例掃除会は、早川さ
んらが大事にする「修 原点」だ。 「近くの米屋さんからもらった米ぬかで磨くと、 廊下がぴ ぴかになる」という。手伝いに来てくれる地元の人との食事や会話を通じては、季節を感じられる。 「筑波山麓に根付 古い物の中の良さを見直す中で、未来を考えていける 思う」と話す。　
研究に没頭する傍らＮＰＯの理事長
を務め、ボランティアベースでは運営が厳しい現実を肌で感じてきた 現在は「つくばの街づくり」をテーマに博
士論文を執筆中。 「
30代に入る今、こ
れまでの長い学生の学びを越え、ビジネスのノウハウを身につけたい。活動も２年目に入ったので、矢中邸１００年保たせるために計画を立てたい」と意気込む彼はバイタリティにあふれている。　
矢中邸にかける情熱の源泉は何なの
か。 「北条への愛着、研究対象としての魅力だけでは説明できない」と早川さんは言う。縁に導かれた自分が、仲間たちとともに、 「帰れ 場所」をつくりたいという想いはある。 「多く人が未来への漠然とした不安を持つ今、文化的価値観を確かさとして人が集まれる空間を、矢中邸をベースとして作っていきたい」 。よみがえりつつある邸宅が北条地区活性の確 な礎なり、同時に多くの人の心 ふるさとになる。そんな日のために、彼 人々の挑戦は続い いく。
（小川玲＝社会
学類）
講演するヴルフ独大統領
ドイツ大統領来学
1 面へ
早稲田大選手を振り切る竹中祥（体専１年）
ラグビー、早稲田大を撃破
８面へ
110 ㍍ハードルで２位となった猪野泰介（体専３年）
陸上、六大学で対抗戦
９面へ
演技で観客を魅了する出演者
舞踊研究室 身体広場 
５面へ
　
編集長になりもうすぐ
１年。親しみを持てる編集長を目指して振る舞ってきました しかし、それが行き過ぎて、 最近 「編集長の威厳」がなくなってきてしまい 部員は僕の言う通りに原稿を直し くれない、指示を出してもイヤホンに遮られて声が届かない。　
組織のトップに立つ者
としてこのままで いけない。これからは厳 く ????
振る舞おうと決心した
10
月
31日。ハロウィーンの
お祭りムードに編集室の中にも緩んだ空気が。 「みんな気を引き締め……」と言いかけたところにドレスを着た２人の美女（？）が。１人はＡさん、そしてもう１人は、栗色の髪にレー 付きの黒いドレスに身を包んだＮ宮君。あまりの変貌ぶりに今日はいいかと思ってしまいました。僕の威厳はいつになったら取 戻せるのでしょうか
（編集
長・西川大照＝社会学類）
次号は
12???
発行予定です
（月）
「 」
